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発 掘 調 査 地 一 覧 表
※ 本概報に収録

遺跡・調査次数 調査地区 面 積 調査期間 地 籍 ・ 地 番 所有者等 備   考

藤

原

宮

メ

6A」 B―Q 2,000�
57. 2. 1

～ 57. 5.10
橿原市高殿町

402, 403, 404

殿村竹次郎
喜多 祥高
三橋 栄次

東方官衛

6A」 J―C 1,220�

57_11.17

～継続中

橿原市縄手町ダイゴクボ

40, 41, 42, 43

44, 47--1

松井  勝
上田 隆良
上田 隆則

木村 正雄
松山 末義
吉井 二郎

宮西北隅

36--1 6AJG― B 18通
57. 9. 1

～ 57. 9. 2
橿原市高殿町 232-1・ 2 殿村 久嗣

農業用倉庫

改築

36--2 6A」 F―T 9れ
58. 1. 7

～ 58  1 10
橿原市縄手町 310-6 辻本 貢造

(組合長)
作業場新築

36--3 6AJH― T 3� 58. 1.11 橿原市高殿町 3
三浦 太郎

(市長)

道路側溝工事

1右京七条一坊)

36-4 6A」 N―K 54�
58. 2 16

～ 58  2.17
橿原市高殿町上カモウリ

574--1
細山 不固有呂

家屋新築

(一条大路)

33-6 6A」 F―U 120�
57. 3 18

～ 57. 3.30
橿原市縄手町ツクダ

315--4
森本 鶴雄

家屋新築

(西方官衡)

浄

御

原
宮

推

定

地

A ×

(τ  焚)
6AWD― U 1,200 di

57. 4.21

～ 57.10 23
明日香村飛鳥字石神

282--1,287--1

男

信

正

定

島
本

大

辻
石神遺跡

関連遺構

B 必 6触D―U 2� 57. 6.14 明日香村飛鳥 218-3 山本 進章 家屋新築

C

(む 菱)
6AWID―V 760�

57. 9 30

～ 57.12.17
明日香村飛鳥字水落

213-1 明日香村
史跡整備に伴
なう補足調査

必

山 田 寺  4 5BYD― L 600コ
57. 8.23

～ 58. 1 27
桜井市山田

1243,1247,1248

久保 鹿雄
裏出 辰雄
岩本 龍一

東回廊

寺域東限

飛

　

鳥

　

寺

A 5BAS― P 650お
57. 5.18

～ 57.12  8
明日香村飛鳥 365-1

東山 1-4 井上 幸一 寺域東北隅

B 5BAS― D 18』
57. 9 29
～ 57.10.14

明日香村飛鳥 108-1 奥田一二= 農小屋新築

(南石敷広場)

C 5BAS―E 81E
57  5,10

～ 57. 5 17
明日香村飛鳥 242 森 川 末光 農小屋改築

D 5BAS― J 3通 57. 5  6 明日香村飛鳥 178-1・ 6 島田 清隆 車庫増築

大官大寺 9採 6BTK―K 920適
57. 7.20

～ 57.12  9
橿原市南山町五反田

482,484,485
池田 義一

西尾カヨ子
寺域東北隅

桧

　

隈

　

寺

4

6BHQ― E 3701B
57  7. 5

～ 57.12 17
明日香村桧前北ノ戸
588--1・ 2,593--1,585

東  謙吉
福井ツヤ子
上田 俊和

講堂北方

6BHQ―C 230�
57. 9 13

～ 57 12.17
明日香村桧前

浦谷 直成
(総代)

門 。東回廊

A 6BHQ― B 51�
57.12  2

～ 57 12.14
明日香村桧前堂の東 602 奈 良 県 金堂東方
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遺跡・調査次数 調査地区 面 積 調査期間 地 籍 ・ 地 番 所有者等 備   考

出
中
宮
推
定
地

A 5ATN一H 57ぜ
57. 9 13

～ 57  9.22

橿原市田中町字道田ノ川

123--1
津田  満 宅地造成

B 6ノもlL― 」 4雷 57 12 23
橿原市飛弾町川向

180-1
平本英之助 家屋新築

奥

山

久

米

寺

A 6AMC―N 145だ
57. 8. 9

～ 57  9  2
明日香村奥山 6

上田 嘉重

(総代)
集会所新築

B 5BOQ一 J 6だ
57 12.14

～ 57.12 16
明日香村奥山 643,644 米田 輝夫 家屋改築

C 5BOQ― K 6雷
57.12 17
～ 57 12 22

明日香村奥山 27-6・ 7 島田 安夫 家屋新築

D 6AMC― F 8雷
58. 2  3

～ 58  2  4
明日香村奥山 613 上田 絡夫 家屋改築

川
原
寺

周

辺

※
A 6BKH一D 30.5劇

57. 3.11

～ 57. 3.15
明日香村川原 ■31 杉本 知 己

農地改善工事

(北方建物)

B 
男

6BKH一F 40�
57  7.13

～ 57  7.23
明日香村川原 3-1 進藤 秀夫 家屋改築

C 6AKH― H 12� 57. 5 17 明日香村川原 47-2 吉井 昭二 家屋改築

橘

A 6AKI― G 15だ 57  5 17 明日香村橘 272 辰 己 武司 家屋増築

B 6AKI一N 8∬
57  5.17

～ 57. 5 19

明日香村橘
40-1, 41--3

辰 己 孝司 家屋新築

小

　

山

A
6AMF―N
6州V6-H 20だ

57. 5 15

～ 57. 5。 17
明日香村小山 353

前田 武夫

憲一
家屋新築

B 6AMF― H 14∬
57.12.17

～ 57.12 20
明日香村小山 134-1 井上伊太郎 家屋新築

豊   浦 6ANEK―A 3ポ 57. 8,30 明日香村豊浦 786 中岡 八郎 家屋新築

坂 田 寺 5BST―C 3だ
57. 2 15

～ 57. 2.19
明日香村阪田字フル ミヤ

296--1
山本 源治 石垣改築

凡    例

1.本号には奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部が昭和57年 2月 から,昭和58年 2月 までに行なった

調査の概要を収録した。

2 調査一覧表には,昭和57年度の調査を示すとともに,本号に収録 した昭和56年度の調査を再録 した。

3 本文および,遺構図に用いた座標は,すべて国土地理院第六座標系であり,遺構図では「―」符号を省略し

ている。

4 本文中では,「飛鳥・藤原宮発掘調査概報」を (概報),「飛鳥・藤原宮発掘調査報告」を (学報)と略した。

5 遺構図には,個々の遺構に,遺跡あるいは大地区割ごとの一連番号を付 し,その前にSA,築地・塀,SB

:建物,SD;溝 。濠,SE;井 戸,SF;道 路,SK;土 壊,SH,広 場, SX,そ の他,な どの分類符

号を示 した。なお,遺構番号には仮番号で示 したものがあり,石神遺跡では概報12での仮番号を改めた。

表紙カット,山 田寺東回廊礎石復原図
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1.藤原宮東方官衛地域の調査 (第35次 )

(昭和57年 2月 ～5月 )

この調査 は,昭和55年 に行 なった第 30次調査に続 き,東方官衝の一画 を構成す る

建物群の規模・ 配置等をさらに明 らかにす る目的で実施 したものである。調査地 は,

藤原宮大極殿 の東北約 300mの水 田であ り,第 30次調査区に西接 し,そ の西側拡張

区に一部重複 した東西65m,南 北35mの 範囲である。第 30次調査では ,東面大垣か

ら約60mの 空閑地 を隔てて,東西棟建物 SB 2840を 検 出 し,そ の西方 にほぼ同規模

と思われる建物の一部 を確認 してお り (概 報 11), 東方官衝を構成す る建物群 は ,

さらに西方へ広が っていることが予想 された。

調査区の層序 は,基本的に,上層か ら耕土・ 床土・ 灰褐色土・ 黄褐色粘土地山層

の順であ り,遺構 の大半 は地山層上面で検 出 した。 しか し,調査区の西南部は,古

い自然流路の存在 を示す砂礫層の堆積によって地山粘土層が大 き く分断 されており,

その上面で検 出 した遺構 もある。検 出 した主 な遺構 には,掘立柱建物 ,井戸 ,溝 ,

束i雨】ヒ門 →

第 1図 藤原宮東方官衛地域調査位置図 (1:2000)

-4-



土壊 ,小柱穴群 などがある。遺構 は,藤原宮期 ,藤原宮期以前 ,そ の他 に大別 され

るので ,そ の区分に したが って概要 を記す こととす る。

藤原宮期の遺構  藤原宮期の遺構 には,掘立柱建物 SB 2840・ 2841・ 3300・ 3270,

井戸 SE 3275,土 竣 SK 328と がある (写 真 1)。

掘立柱建物 SB 2840は ,第 30次 調査でその大半 を検 出 している。今回 ,西妻柱 と

北側柱西第 1～ 3の 柱穴 を検出 し,そ の規模が確定 した。桁行12間 (総長遊逮 m),

異行 2間 の長大な建物で ,柱間寸法 は桁行 ,異行 ともに 2.93m(10尺 )等 間である。

柱掘形の大 きさは一定 しないが東西約 1.2m,南北約 lmの 隅丸長方形 を呈す る。

西妻柱 をのぞ くすべての柱穴 には,柱痕跡が認め られ ,北側柱西第 3の 柱穴には ,

直径 19 clllの 柱根が遺存 していた。 SB 2841は ,SB 2840の 西 7.3m離れ た位置に ,

南側柱筋 をそろえて建て られている。 これ も,第 30次調査でその一部 を検 出 してい

る。桁行 11間 (総長逃患 m), 果行 2間 の東西棟建物である。柱間寸法 は桁行 2.64

m(9尺 )等間 ,梁行 2.93m(10尺 )等 間に復原できる。柱掘形の大 きさは一辺 1

m前後の不整方形で ,や や不揃いである。柱 はほとんどが建物外方へ抜かれている

が,内側 あるいは横方向へ抜かれているもの もある。南側柱東第 4の柱穴 には,直

径 30 cmの 柱根が遺存 していた。 この建物 には,南 北両側柱 の内側 に各 1列 ,中 通 り

に 2列 ,計 4列 の床束 を支え る束石が残 ってお り,そ の位置が桁行方向は直線に通

るものの,異行方向で はかな りの乱れがみ られるところか ら,床 は桁行方向に根太

を渡 し,果行方向に床板 を張 る構造であったと考えられる。束石 は,直径30～ 40 cm,

深 さ20～ 40 clllほ どの掘形 を穿 ち,そ の底 に,掘形の直径 とほぼ等 しい大 きさの花筒

岩や熔結凝灰岩 (榛 原石)な どの 自然石 を, 1個 あるいは数個埋め込んだ ものであ

る。束石掘形の深 さは一定でな く,地 山面上で直接検 出 した束石 もある。

SB 3300は ,SB 2841の 西約 6mの 位置にあり,SB 2840・ 2841と その南側柱筋

をほぼそろえて建 て られている。桁行 3間 以上 ,果 行 3間 の規模 の東西棟 と考え ら

れる建物で,柱 間寸法 は,桁行 2,93m(10尺 )等間 ,果行 は中央間 3.5m(12尺 ),

両脇間が 2.34m(8尺 )に 復原で きる。柱掘形の大 きさは充ゝぞろいであるが「 大 き

いもので東西 1.4m,南 北 1.lmの 隅丸長方形 を呈す る。大部分の柱 は不定方向に

抜 き取 られているが ,一部の柱穴には直径 20 cn前 後の柱痕跡が残 る。 SB 33001ま ,

―- 5 -―
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桁行 3間分を確認 したのみであ り,さ らに西方へ延 びていると考え られ る。なお ,

SB 3300の 東約 3mに 南北にならぶ住穴群 SX 3301は ,柱筋や柱掘形の大 きさがほ

ば等 しく,当 初 ,SB 3300と 一連 の柱穴 と考えたが ,柱 をたてた痕跡が全 く認め ら

れず ,ま た南側住位置 については,精査 にもかかわ らず柱掘形 は確認 されなかった。

SB 3270は ,SB 3300の南約 14mの位置に ,そ の東妻柱筋 を揃えてたて られた建物

で ,桁行 3間 ,梁行 2間 の身合に北庇がつ く東西棟建物 と考え られ る。南庇の有無

については,そ の部分が道路下 にあたるため調査できなか った。柱間寸法は桁行が

2,93m(10尺 )等 間,果 行は身舎が 2m(7尺 ), 庇が 1.45m(5尺 )で ある。柱

掘形 は身舎が一辺 lm前 後 ,庇が一辺 0.7m前後の不整方形 を呈す る。北庇 ,西第

2の 柱穴では,礎板 と思われ る板材 を検 出 した。

井戸 SE 3275は SB 3270の東妻柱 の東 4mに あ り,直径 1.8m,深 さ 0,7mの平

面円形 を呈す る掘形 を もつが ,南 半 は調査区外にあ り,確認できなか った。井戸枠

はすべて抜 き取 られてお り,底 に敷 いたとみ られ る拳大の円礫が多数遺存 していた。

土墳 SK 3281は SB 2841の 南西にある土壊で,約 3～ 4mの楕 円形 の平面を呈する。

井戸 SE 3275,土墳 SK 3281か らは,藤原宮期 の上器が少量出上 した。

藤原宮期以前の遺構  藤原宮期以前の遺構 は,古墳時代前期 の遺構 と 7世紀代の

遺構 とに分 け られ る。

古墳時代前期の遺構 には,2基 の井戸SE 3315・ 3316と ,素掘 りの溝 SD 2848・

3305がある。調査区北東部で検出した井 戸 SE 3315・ 3316は ,い ずれ も平面が,不

整円形 を呈す る素掘 りの井戸である。 SE 3315は 直径 0.8m,深 さ lm,sE 3316

は直径 0,7m,深 さ lmの規模である。いずれ も,埋土上層 には多量 の焼土・ 木炭

が含 まれ ,少量の布留式上器が出上 した。 なお SE 3315か らは,木片 とともにナス

ビ形木製品の断片が出上 した。

東西溝 SD 28481ま ,第 30次 調査 ですでにその東半 を検 出 しているが ,今回その西

半約28m分 を検 出 した。幅約 0.5m,深 さ約 20 cmを はか り,埋土か ら少量 の布留式

上器が出土 した。斜行溝 SD 3305は ,自 然流路 とみ られ る砂礫層の範囲を隔てて ,

SD 2848と 同一方向に走 る同規模 の素掘 り溝で ,SD 2848の 西延長部 とみ られ る。

7世紀代の遺構 には ,月 規ヽ模 な掘立柱建物 SB 3271・ 3272・ 3280・ 3282・ 32900
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3310,素 掘 りの溝 SD 3295▼ 3296・ 3318な どがある。

南北棟建物 SB 3271は SB 3270の北 にあ り,規模 は桁行 3間 (5,7m),果 行 2

間 (3.8m)で ある。柱掘形 は四隅の ものが一辺約 0.6mと やや大 きい不整方形 を

呈す るが ,そ の他の柱穴 はいずれ も小 さく,柱筋 もあま り揃わない。 SB 3271の 東

南にあるSB 3272は ,桁行 1間 ,梁行 2間 の南北棟建物で ,一辺約 2.9mの方形 を

呈す る。柱穴 は一辺 0.4m前後の小規模 なものである。藤原宮期 の建物 SB 2841の

南にある東西棟建物 SB 3280は ,桁行 3間 (5.Om), 果行 2間 (3.5m)の 規模

をもつ。四隅の柱掘形がやや大 き く,一辺 0.5m前後の不整方形 を呈す る。東西棟

建物 SB 3282は SB 3280の南 にある東西 2.9m,南北 1.5mの小規模 な建物である。

南北棟建物 SB 3290は ,SB 3280の東 にあ り,規模 は桁行 3間 (4.5m), 果行 1

間 (3.lm)で ある。柱掘形 は一辺 0.3～ 0.5mの 不整方形 を呈す る。南北棟建物

SB 3310は SB 2841の 北西にあり桁行 3間 (4.6m), 梁行 3間 (4.Om)の 規模

をもつが肖1平 が著 しく,柱掘形の大 きさも一辺 0.5mほ どあるもの と痕跡が残 る程

度の ものがあ り,柱筋 も整然 とは揃わない。 これ らの建物は, 7世紀代に属す ると

み られ るものの,出 土遺物がきわめて乏 しく,確実 な年代 は不明である。 しか し,

造営方位の上か らは,藤原宮期の建物群 と造営方位がほぼ一致す るSB 3271・ 3272

・ 3290と ,そ の方位が国上方眼方位 に対 して北で西へ 14° 前後おゝれているSB 3280

・ 3310と の二群 に分 けることがで きる。

素掘 り溝 SD 3295は ,幅 0.6～ 0.9m,深 さ20 cnの 蛇行す る溝で,北半部 には護

岸用 とみ られ る杭穴がある。 SD 3296は SD 3295の 屈曲点 にとりつ く細 い溝で ,そ

の分流 とみ られ る。 SD 3295と 同 じく,多 くの流水 を示す砂層の堆積が ある。素掘

り溝 SD 3318は ,SD 3295の 北半の西約 6mの所 を併走す る溝で ,幅 40 clll,深 さが

20 clll程 の小規模 なものである。 これ らの溝 は,遺構 の重複関係か らみ ると,古墳時

代前期の溝 SD 2848よ りも新 しく,藤原宮期の建物 よ りも古い ことは明 らかである

が ,い ずれ も出土遺物が乏 しく,確実 な年代は明 らかに しがたい。

その他の遺構   SB 3290の 西北にある住穴 SX 3291は ,炭化物 を多量 に含む埋土

中か ら黒色土器が出土 してお り,唯―の平安時代の遺構である。その他 ,調査区全

域で多数の小柱穴 ,土 墳を検 出 したが ,出土遺物がきわめて少量であるため ,そ の
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時期や性格 を明 らかに しえない。

遺物  土器・ 瓦・ 木製品などがあるが ,調査面積 に比 してその出土量がきわめて

少 ない点 は,東方官衝地域に共通す る特徴である。土器では,古墳時代前期の井戸

SE 3315。 3316,溝 SD 2848・ 3305か ら,布留式上器がややまとまって出土 したほ

かは,藤原宮期 と 7世紀代の上器 はきわめて少量である。瓦は,包含層か ら軒平瓦

6643-新型式 1点 が出上 しただけで ,丸・ 平瓦の出土量 もご く少 ない。木製品には,

東西棟建物 SB 2841の西妻柱 の抜取穴か ら出上 した曲物の底板 と,古墳時代の井戸

SE 3315か ら出上 したナスビ形木製品がある。その他 には,素掘 り清 SD 3295の 埋

土か ら出土 した小形の碧玉製管玉 1点 がある。

まとめ  第 30・ 35次 の調査 を通 して検 出 した藤原宮期の遺構 は,東方官衛地域の

建物配置 と,そ の空間利用のあ り方の一端 を示す ものである。その配置は,東西棟

を主体 とす るか ,南北棟 を主体 とす るかの違いはあるものの,長大 な建物 を直線状

に配す るとい う点 においては,西方官衛地域での配置 と共通 し,藤原宮 における官

衝建物配置の基本的なあ り方 を示 しているといえよう。 4棟 の建物 は東西あるいは

南北方向に柱筋 を揃 えて整然 と配 されてお り,そ の配置計画については,第 30次調

査の段階に,SB 2840の 北側柱列が四条条間路心の北約 45.5mの 位置 にあって ,先

行条坊の坪の南 3分 の 1に あたる可能性 を指摘 した。 しかし,今 回の所見 によると,

SB 2840・ 2841と SB 3300の 南側柱筋 および,SB 3300と SB 3270の 東妻柱筋がほ

ぼそろい,そ れ らが建物配置の基準 となっている可能性が強い ことが明 らかになっ

た。 この場合 ,SB 2840等 の南側柱筋 は,四条条間路心 との距離が約42mで あり,

先行条坊の坪の南 3分 の 1に配 され たと推定 されるが ,SB 3300等 の東妻柱筋 と先

行条坊 との関係 は今ひ とつ明確でない。 したが って ,先行条坊 と関わる建物配置の

存否 を含 めて ,今後 より厳密 な検討が必要である。 い っぽ う, 4棟 の建物は方眼方

位 に対 して北で東に 1° 40′ 前後振れており,これは宮の造営方位とは逆である。 しか

し,調査区の南20mで の調査 (第 21-1次・ 33-7次 )で は,宮 の造営方位と同様 ,

北で西へわずかに振れ る建物が検 出されてお り,東方官衡地域 の北半 と南半 とでは

造営方位,建物配置が異 なっていた可能性 も考え られ る。 この現象が,東方官衝の

性格や配置 とどのよ うな関わ りをもつかについては,今後の調査の進展 をまちたい。
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2.藤原宮西方官衡地域の調査 (第33-6次 )

(昭和57年 3月 )

調査地 は,第 5～ 9次調査 (学報 Ⅱ)で 明 らかに した西方官衡地域に北接す る水

田である。また,水 田の東部では,か つて第27-2次調査 を行 ない,宮造営 に先行

す る四条大路の南側溝 と推定 され る東西溝 SD 2630を 検出 している (概 報 10)。  今

回は,そ の西延長部分の検 出を主 な目的 とした。調査地の層序 は,耕土・ 床土・ 暗

茶褐色土層であ り,遺構 は,暗茶褐色土層 の上面で検 出 した。

検 出 した主 な遺構 には, 7世紀代の掘立柱建物 SB 3260,東 西溝 SD 2630, ピッ

トSX 3265・ 3266の ほか,古墳時代の布留式上器を含む小 ピットSX 3264,弥 生時

代の畿内第 V様式上器 を含み北流す る一連の素掘溝 SD 3261～ 3263な どがある。

東西溝 SD 2630は ,第 27-2次調査で検 出 した四条大路南側溝 の西延長部分 にあ

た り,都合24m分 を検 出 したことになる。溝の幅

は 1.35m,深 さは最大 0.3mで ,堆積土か ら,藤

原宮直前の土器が出上 してお り,藤原宮期 には埋

め られていたもの と考え られ る。

掘立柱建物 SB 3260は ,果行 2間 (4.3m),

桁行 2間 以上 (4.lm以上)の東西棟で,建物方

位 は北で西へ約 2° ふれている。西方官衝地域では,

7世 紀代の建物群 を 4期 に分類 してお り,柱掘形

出上 の土器や建物方位 を考慮す ると,SB 3260は

A-2期 に属す るもの とみなされ る。

なお,第 27-2次調査では,SD 2630の 南 2.4

mの位置で,溝 と平行す る塀 SA 263と を検 出 して

いるが,本調査区では,想定位置に,塀 などの施

設 は認め られなか った。前回調査 の SA 26311ま ,

柱間が不揃 いである点 などか らみて,SD 2630に

第 3図 第33-6次調査遺構配置図(1:200)伴 な う塀 で あ るか 否 か に疑 問 が の こ る。
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3.飛鳥浄御原宮推定地の調査 (石神遺跡第 2次 )

(昭和57年 4月 ～10月 )

石神遺跡 は「須弥 山石・ 石人像 Jが 明治35年 に偶然 に掘 り出されたところとして

有名である。昭和11年 には,同 地で部分的な発掘調査が行 なわれ,石造物出土地の

周辺で,石組溝や東方へ広が る石敷 などが確認 された。その成果に もとづいて,石

神遺跡は斉明朝 に蕃夷の客人をもてな した饗宴場跡であろうとの推定がなされた。

い っぽ う,飛鳥寺 の北方,雷丘東方 に広が る水 田地帯 は,天武天皇の飛鳥浄御原宮

!第 1人調査区

S

慕古
口

イ
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の推定地で もある。石神遺跡 を含めた石敷 の広が りや石造物の出上が,そ の推定 の

ひ とつの根拠 となっている。 また,大 和平野の主要幹道の一つである中 ッ道 は,飛

鳥寺 の西を通 ると考え られてお り,石 神の地はその実態 を確かめる絶好の地で もあ

る。 このように,石神遺跡 の解明は, 7世 紀の飛鳥を理解す る上で重要 な意義を も

つ ものである。

昭和56年度 に実施 した第 1次調査では,「須弥山石」の出土地や,そ れをめ ぐる

ように配 された数条 の石組溝 を再確認す るとともに,昭和11年以来,一体 と考え ら

れていた石組溝 と石敷 とは,前者 の廃絶後 に後者が敷設 されていて,前者 は 7世紀

前半～中葉,後者は 7世紀後半 に属す ることを明 らかに した。また,石敷の東 は石

列で区切 られた一段高い平坦面であ り,南 は東西棟の掘立柱建物 とその東 にとりつ

く東西塀で区画 していることなどが判明 した (概 報 12)。

第 2次調査 は第 1次調査区に北接す る水 田において実施 した。遺構検 出面は南東

か ら北西に向けて緩やかに下降 し,調査区内両端での比高差 は lm弱 である。検 出

した遺構 は,(I)7世 紀代,(工 )平安時代以降,(Ⅲ )6世 紀以前に大別で き

る。なお,第 1次調査 の遺構番号 は,概報12で の仮番号 に 200を加えた数 に改めた。

(I)7世 紀代の遺構  その重複関係や出土遺物 などによって,A期 (前半～中

葉)の遺構 と,B期 (後半代)の 遺構 とに細分できる。

A期   石組大溝 SD335 0 435,石組溝 S D 490,素 掘溝 S D 365・ 500,掘 立

柱建物 S B 450,お よび,こ れ らに ともなう礫敷 S X 430,石 列 S X 429・ 431・

432・ 433な どがある。 また,石列 S X 427・ 428,掘立柱塀 SA 380 0480も 当

期に属す る可能性が高い。

南北石組大溝 S D 335は ,第 1次調査で検出 したものの北延長部分にあたる。今

次調査では長 さ約27mを 検 出 し,第 1次調査分 と合せた長 さは約60mで ある。石組

大溝の構築は,ま ず地山の砂礫層 を幅約 2m,深 さ lm前後掘 り込み,そ の両壁沿

いに20～ 70 clll大 の自然石を横長に使 って 3～ 5段積み上げてい る。内幅は底で80 clll

弱,上端で lm強 をはか り,底石 を敷 いたあとはみ られ ない。

S D 335は 調査区北端近 くで緩やかに東折 し,東西石組大溝 S D 435に 連 らなる。

S D 435は 長 さ約 18mを検 出 しさらに東へのびている。 S D 435の 溝幅は S D 335
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に比べて,10～ 20 clll程 広 くなっている。使用石材 は20～ 40 cm大 の ものが多 く,や や

小 さめである。 S D 335・ 435の 底 には粗砂 と細砂 とが細かい互層 をな して堆積 し

てお り,激 しい流水があったことを窺わせ る。砂層の厚 さは全体で 50clllほ どである。

水流の方向はS D 335か らS D 435で ある。砂層の上 には暗褐色粘質土層 とバ ラス

層 とがみ られ,溝 は一気 に埋め立て られている。 この埋土中か らは 7世紀前半代 を

中心 としたかな りの量 の上器 (第 6図 )や メノウ製垂飾片が出土 した。

石組小溝 S D 4901ま 調査 区の西北隅 において検 出 した。南西か ら北東へわずかに

第 5図 石神遺跡第 2次調査遺構配置図 (1:300)
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蛇行 しなが らのびている。溝 の周囲は,底石 と同 じ高 さまで中世の削平が及んでお

り,旧 状 を著 しく損 っている。側石・ 底石 ともに20～ 30 clll大 の自然石 を用いており,

幅,深 さは ともに30 clll前 後である。底石の上面は調査区内では南西側が低 くなって

いるが,水流の方向については隣接地 の調査の進展 をまちたい。

S D 365は 石組大溝 S D 335の 西約 2,7mに ある素掘 りの南北溝である。 S D 335

と併行 してお り,深 さ20 clll,幅 60～ 80 clllで ある。南では昭和11年 調査時の トレンチ

が深 く及んでいて不明であるが,第 1次調査区 と合せて総長約39mを 検 出 し,さ ら

に北へ延 びている。底 に薄 く砂が堆積 してお り,わ ずかな流水があった らしい。水

流の方向は南か ら北である。埋土か らは 7世紀前半代の上器が少量 出上 した。

S D 500は 石組大溝 S D 435の 北 2mに あって,S D 365と 直交す る幅 50 clll,深

さ20 cmの 素掘 りの東西溝である。調査区内での総長は約15mで ,東 西延長部はとも

に中世の削平 のため確認で きない。埋土か ら 7世紀前半代の上器の良好 な資料 を得

た (第 6図 )。 なお, S D 365と の交叉部 には, S D 500を堰止め る位置に,面を

S D 365の 東側壁 にあわせて 自然石が遺存 している (S X 501)。  S X 501の 存在

は,A期 の遺構 になお細かい時期差があることを示す ものであるが,石組大溝 と併

走す る素掘溝 SD 365・ 500の 性格 とともに,今後の課題 としたい。

掘立柱建物 S B 450は 石組大溝 S D 335と S D 435と で囲まれた内側 にある。南

北 5間 (12m), 東西 3間 (5.4m)の 南北棟で,柱 間は多少不均等であるが,桁

行 は 2.4m等間,果行 は 1.8m等間 と考え られ る。 S D 335の心か ら西側柱筋 まで

の距離は 6m,S D 435の 心か ら北妻柱筋 までの距離 は 7.5mで ある。南妻柱筋 は

後述す るB期 の石敷 S X 401で覆われているが,中 世 の溝 S D 360に よって破壊 さ

れた部分や,SX40と が円形 に不等沈下 している部分 を精査 して柱位置を確認 した。

S B 450の 北妻柱穴の上 にかかる土壊か ら, 7世紀中頃 に位置づ け られ る土器片が

出土 し,S B 450の 廃絶年代の一端 を示す ものと思われ る。ただ,S B 450の 北半

は中世 に著 しく破壊 されてお り,土 壊 も痕跡的なものであって,出 土土器を絶対視

しうるほど単純 な様相 を示す ものではない。 A期 の遺構 の造営 。存続・ 廃絶年代 に

ついては,な お詳細 な検討が必要である。

S B 450の 南西隅では, S B 450の柱筋 に沿 って L字形 に曲 る石列 S X 432と ,
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S X 433と を検 出 した。 S X 432・ 433は , S B 450の 外方 に面 を揃えてお り,そ

の外側 は一段低 く拳大の礫 を敷いている (S X 430)。  S x 430は 後世 に著 しく破

壊 されていて,そ の広が りは明確でないが,西側では石列 S X 433の 西方 4.7mに

ある石組大溝 S D 335の 東岸 までたどることができる。礫敷 は S D 335の 東側石 に

密着 し,そ の整地上 を共有する状況が一部で確認でき,石組大溝 と併存す るもの と

み られ る。 S B 450の 東側では,石列 S X 432・ 433に 相 当する石列 は確認 してい

ないが,B期 の礫敷 S X 357の 下層で, S X 430の広が りとみ られ る一部を確認 し

ている。 S B 450の 南妻柱筋 の南 3mの位置には東西方向にのびる石列 S X 431が

あ り,南 に面が揃 っている。 この石列 は, S B 450の 西側柱筋 を南に延長 した位置

で南折 し,西 に面 を揃えた石列 S X 429に 連 なっている。以上 を総合す ると,掘立

柱建物 S B 450は側柱位置のす ぐ外側 に縁石 を立てて,建物内を低 い基壇状 につ く

り,建物 の周囲には礫敷 をめ ぐらし,そ の礫敷が建物の南では通路状 に南へのびて

いた状況が復原できる。 なお,礫敷 S X 430中 には,ほ か に東 に面 を揃 え る石 列

S X 428や ,北に面 を揃え る石列 S X 427が あるが,性 格は不明である。

S A 380は 調査区の東端で検出 した南北塀である。中央部は中世 の土壊 S K 388

によって破壊 されてい る。 ただ し,北 4間分は柱間が 2.3m等間であるのに対 して,

南 3間分は北か ら2.6m, 2.6m, 2.3mと 不揃いである。南 3間 分 は南庇付の東

西棟建物の西妻部分である可能性 もある。 SA 380の 年代 については北 4間分の柱

位置が, S B 450の側柱筋の柱間のほぼ中間に対応す るので,A期 に属す るもの と

考えてお く。 なお,S A 380と S B 450東側柱筋 との距離は 12.9mで ある。

南北塀 S A 480は調査区西端 にあ り, 3間分 を検 出 した。柱間は 2.5m等間であ

る。北でやや東へ振れ る方位 を示す。

B期   掘立柱建物 S B 400と S B 400の周囲にめ ぐらされた石敷 S X 359・ 370

0401,石敷 の東 を区切 る縁石 S X 358,縁石の裏込め S X 357,石 敷東北隅の石

組施設 S D 402, S X 403,S D 402の 北延長 S D 502な どがある (写 真 2)。

S B 400は ,本次調査区でその北半 を,第 1次調査 区で南半 を検 出 した南北 6間

(柱 間 2.6m等間), 東西 3間 (柱 間 2.5m等間)の 南北棟建物である。 S B 400

の南半部 は,第 1次調査では中世 の東西溝 S D 351な どによ り,石敷 を含めて広 く
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壊 されていて,そ の下面で精査 したものの,埋上 に黄色粘土 の混 った柱穴数個 を検

出 したにとどまり,建物にはな しえなか った。 しか し,北半の本調査区では,A期

の礫 敷や整地土層 の残 りが良 く,そ の上面 で一辺 lm余 の方形柱掘形 と,黄色粘土

を含む柱抜取穴が明瞭 に検 出された。そこで前調査区の黄色粘土 を含む柱穴の位置

を図上で検討 した結果,北半 の柱抜取穴 と柱筋・ 柱間 ともに一致することが判明し,

西側柱列 と南妻柱 の一部 について,第 1次調査区を再調査 して建物規模 を確認 した

ものである。建物の周囲には10～ 20 clll大 の河原石が敷 きつめ られてお り,下層 の石

敷 と同様 に,後世 にかなり破壊 されてい るものの,ほ ぼその広が りを復原できる。

西側 の石敷 S X 370の 東辺 は S B 400の 西側柱筋か ら 1.lmへ だてた位置にある。

北側の石敷 SX401の 北辺 と東側の石敷 S X 359の 東辺 とは各々の柱筋か ら3.5m

外 THllに ある。 したが って,西側 と東側 の石敷が S B 400に 対 して対称的にめ ぐって

いたとす るな らば,石敷 の幅は 2.4mに 復原できる。西側 の石敷 S X 370は ,一部

がA期 の石組溝 S D 335を 埋めたてた上 に敷設 されてお り,部分的に不等沈下 をお

こしている。第 1次調査で検 出 した石敷 S X 327は ,そ の南にある 5間 × 1間 の東

西棟建物 S B 325と S B 400と の間 (約 10m)に広が っていることになる。また ,

S B 400の 東西側柱筋 は S B 325の 中央 3間分の柱位置 と対応 してお り, S B 325

の東 に とりつ く東西塀 S A 305を も含 めて,こ れ らB期 の建物・ 石敷 は一連の計画

の もとに造営 されたもの と考え られ る。

石敷 S X 359の 東 は石列 S X 358で 区切 られてお り,そ れ以東 はこの石列 を縁石

として,石敷面 よ りも20 clllほ ど高い平坦地 に造成 されている。 この段差 の造成 にあ

たっては,縁石 S X 358か ら東へ幅 3mに わたって,バ ラスを敷いて裏込 め として

い る (S X 357)。  このバ ラス敷 は石敷 S X 359よ り北へ延 びているが,中世 の破

壊が著 しく,北限 は確認できなか った。縁石 S X 358は ,石敷 S X 359以 北では石

組溝 S D 402の 東側石 に連 らなる。 S D 402は 旧状 を著 しく損 っているが,内幅20

clllほ どの南北石組溝 とみ られ,石敷 S X 359・ 401に 伴 な う排水施設 と考えられる。

S D 402の 北延長上 にある S D 502は ,わ ずかに底石 3枚 と西側石 2個 とを残すの

みであるが, S D 402と 一体 の施設であろう。 S D 502は 石組大溝 S D 435よ り北

へはのびず,そ の底石 は,S D 435の 南側石の直上 に密着 している。 この ことは ,
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S D 435が B期 に も部分的に排水溝 と して機能 していたことを示唆 しているが,そ

の確認は今後の課題 に したい。

石列 S X 403は 石敷 S X 401の 北に接 し,こ れに併行 してのびる 2条 の東西石列

である。南側 の石列 は南に面 をそろえてお り, S X 401の 北側 を画するものである。

北側の石列 は北に面 をそろえてい る。いずれ も旧状 を著 しく損 なってお り,そ の広

が りや性格の詳細については明 らかで ない。

(Ⅱ )平 安時代以降の遺構  重複関係や出土遺物か ら,少 な くとも I～ Ⅳの四時

期に細分できる。

I期 は黒色土器 を伴 な う遺構で,掘 立柱建物 S B 440・ 459,塀 S A 420,上 壊

S K 425・ 426が ある。 これ らは調査区の南 に集中 している。 S B 440は 2間 × 5

間の南北棟, S B 4591ま 1間 × 2間 の南北棟,SA 420は 5間 の南北塀で,い ずれ

も主軸が北で西へ 10° 強振れてい る。 Ⅲ期 は13世紀代の瓦器 を伴 なう遺構で,石組

の井戸 S E 410・ 455が ある。 S E 410の底 には曲物 を据えてい る。 Ⅲ期は14世 紀

代の瓦器 を伴 な う遺構で,掘立柱建物 S B 460,塀 SA 4610 462,溝 S D 441・

442,石組土墳 S K 443・ 444・ 445な どがある。 これ らは南 と西 とを素掘 りの溝

S D 441・ 442で 区画 した一単位の宅地 を構成す る可能性がある。 また,調査 区の

南端で検 出 した L字形 に曲が る溝 S D 351や ,北東 の隅で検 出 した弧状 にめ ぐる溝

S D 397も ほぼ同時期の もので,同 様の性格 をもつ ものか もしれない。 Ⅳ期の遺構

には,こ れ らが廃絶 した後に掘 られ た土壊群 S K 388・ 3890483が ある。土墳群

は調査区の南東部 と南西部に集中 してお り,内 部にバ ラスを詰め込んでいる。なお,

南西部の上装群 S K 483は 上層で検 出 したもので,遺構図では省略 している。

(Ⅲ )6世 紀以前の遺構  弥生・ 古墳時代の遺構 がある。主 に調査区の東部で検

出 した。弥生時代の もの として,土 墳 S K 381～ 384・ 395・ 4080409。 413～

415な どがある。調査区東北隅の S K 408が 1.5× 2.8mの整 った隅丸長方形 を呈

す るほかは,い ずれ も一辺 1～ 2mほ どの不整形 な土墳であ り,中央部へ次第 に深

くなる特徴がある。 S K 383か らは弥生第 I様式上器が出土 してい る。古墳時代の

遺構 としては,自 然地形 に沿 って東南か ら西北へ と流れ る斜行溝 S D 385・ 386・

3900391お よび土壊 S K 404～ 406,S K 454な どがある。 S K 405か らは,土
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師器の高杯 を主体 とす る 5世紀代の土器が多数出上 している。

まとめ  今回の調査では,第 二次調査で検 出 した 7世紀前半～中葉の基幹水路で

ある石組大溝 S D 335が ,第 1次調査区南端か ら60m北で東折 し,S D 435に 連 な

ることを確認 した。 この基幹水路は,自 然地形 に従 って流れ るばか りでな く,部分

的には S D 435の よ うに旧地形のやや高い方 向へ も敷設 されている。 また,石組清

の示す方位 は,建物方位 とよ く合致 して,ほ ぼ真南北方位 を示 してお り,何 らかの

地割 にの っとって計画的に設置されたことが容易 に想像できる。第 1次調査区の南

西隅では,こ の基幹水路 の北 と西に入念 な工法でつ くられた 2条 の石組溝が とりつ

いてお り,こ の基幹水路か ら取水,な い し水路へ排水す るための溝 と考え られてい

る。「須弥山右 。石人像」が,こ の付近 に設 け られた園池的施設 と関連す るもの と

するな らば,そ の園池的施設の主体 は,第 1・ 2次調査区の西方 にあるものと推定

できよう。今回の調査区の北西隅で検 出 した蛇行す る石組小溝 S D 490も またそれ

に関連す る可能性があろう。 また,石 組大溝 S D 335・ 435の 東・ 南方で検 出 した

掘立柱建物 S B 450は ,そ れ らA期 の基幹水路 と一体 の ものと考え られ る。掘立柱

建物内を低い基壇状 につ くり,周 囲に礫等 を敷 きつめる工法は,飛鳥稲淵宮殿遺跡

や飛鳥板蓋宮伝承地 などで認め られてお り,飛鳥の宮殿遺跡では一般的 な工法であ

る。 あるいは掘立柱塀 S A 380は この時期 の施設 を区画す るものか もしれない。

7世紀後半 になると,石神遺跡 における土地利用形態は一変す る。 A期 の建物 は

廃 され,基幹水路 は埋め立て られ る。南は東西棟 S B 325と その東 にとりつ く東西

塀 S A 305で 区画 され,そ の北方 に南北棟建物 S B 400が 建て られ る。建物の周囲

はA期 と同様 に河原石 を敷 きつめてお り,石敷の東方 には石敷面 よ りも一段高い平

坦地が造成 される。 この平坦地は第 1・ 2次調査区の東 。北へ とのびてお り,か な

りの広が りが認め られ る。 この平坦地で 7世紀後半期 の遺構 は全 くみつか っていな

い。 このように飛鳥寺北方一帯では, 7世紀後半期 に大規模で,か つ 7世紀中葉以

前 の土地利用を大 き く改造す る造営の行 なわれたことが明 らかになった。 しか も,

この時期の掘立柱建物・ 石敷 も,飛鳥の宮殿遺跡で特徴的に認め られ る工法で造営

されてい ることも注 目されよう。遺跡 の性格については,今後,周 辺地域 の調査 を

継続的に行 なうなかで明 らかに していきたい。
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4.田 中 宮 推 定 地 の 調 査

(昭和57年 9月 )

橿原市田中町の集落周辺 は,古 くか ら,舒 明朝の田中宮跡 あるいは田中廃寺 と推

定 されて きた。 また,こ れまでに数次の小規模 な調査が実施 され, 7世 紀代の遺構

も確認 されてきてい る (位 置図参照 )。

今回の調査 は,推定 の一つの根拠 となっている土壇状 の高まり「弁天の森」の西

南約40mに ある畑地 と水 田とで行 なった。調査地の層序は,北半 の畑地 と南半 の水

田とでやや異 なり,北では,耕土・ 暗灰褐色土・ 茶褐色砂質上で,南では,耕土・

床上・ 暗茶褐色砂質土・ 暗灰褐色粘土 となっている。遺構 は,そ れぞれ,茶褐色砂

質土,暗灰褐色粘上の上面で検 出 した。検 出 した遺構 は, 7世紀代 に属す る塀・ 土

壊 と,そ の他 ,中 世 に属す る土墳・ 溝・ ピッ トなどとに分 け られ る。

遺構   7世 紀代の遺構 は,そ の重複関係か ら,掘立柱塀 SA 100,土 墳 S K 99と

それ らを削平 して掘 られた土墳 S K 96と に分かれ る。 SA 100は ,調査区中央か ら

裁
ぐ生__ッノ≒

F

第 7図 田中宮推定地周辺調査位置図 (1:3000)
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西方へのびる東西塀で, 2間分を検出 し

た。柱間は 2.7m等間 に復原でき,ほ ぼ

真東西をさす。柱掘形 は一辺 1～ 1.2m

の隅丸方形 を呈 し,深 さは20 cmで ある。

S K99は ,SA 100の 南にある不整方形

の土壊で,南北 1.5m,東 西 1.5m以上,

深 さ約 20 clllの 規模 を もつ。埋土中か ら,

7世紀初頭 の上器が出土 した。

調査区の西半 にある土渡 S K 96は ,東 第 8図 調査遺構配置図 (1:200)

西 4m,南 北 7m以上の不整形 な土壊で,深 さ約 30 cnで ある。埋上である暗茶褐色

粘質土か らは, 7世紀初頭～前半代の土器が出土 した。

その他,中世 ない しはそれ以降に属す る遺構 として,調査区東半の土壊 S K 109

や,調査区中央 の一辺約 30 clllの 不整方形 の柱穴 2個 で構成 されるS X97な どがある。

S X97は ,S K 96よ りも新 しいものの,出土遺物がな く,時期 は決めがたい。

出土遺物とまとめ  出土遺物 は少 ないが,先述 した土器類のほかに瓦類がある。

瓦類 には,田 中廃寺出土 の 1+6の 蓮子 をもつ単弁 8弁蓮華文軒丸瓦 と,偏行唐草

文軒平瓦 (藤原宮 6641-E型式)お よび,丸・ 平瓦がある。 これ らの瓦類がいずれ

も,中 世以降の上層か ら出上 し, 7世 紀代の遺構 に含 まれていない点 は, 7世紀代

の遺構 の性格 の一端 を示唆す るもの として注 目され る。

今回の調査 は,狭小 な範囲に限定 され,検 出 した遺構 の規模 。構造 について も,

不明な点が多 い。 しか し,東西塀 SA 100は , 7世 紀前半代 に限定 され る遺構であ

って,そ の柱掘形 も大 き く,ほ ぼ真東西に営 まれ るなど,付近 に宮殿・ 官衡 に相 当

す る遺構の存在 を想定す るに充分 なものであろう。 また, 7世紀代の遺構か ら瓦が

出土 しない点 を考慮す ると, これ らの遺構が,田 中廃寺 よ りもむ しろ,田 中宮に密

接 な関わ りを もった遺構 とみ ることができる。今回検 出 した東西塀 SA 100を は じ

め とす る 7世紀代の遺構 は,昭和50年度 に集落の東方で検出 した南北塀 SA50,南

北棟建物 SB51な ど (概 報 6)と ともに,田 中宮あるいは田中廃寺 に推定 され るこ

の地域の遺跡解明の手懸 りとなるものである。今後の調査の進展 を待 ちたい。
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5.飛鳥寺および周辺地の調査

飛鳥寺およびその周辺では,今年度,4ケ所 において調査を行な った。ここでは ,

その うち,寺域東北隅を検出したA調査地,寺 域南の石敷広場を検出したB調査地 ,

および,寺域西限の近 くで行な ったC調査地について報告する。各々の調査地点の

位置については,11ペ ージに掲 げた調査位置図によ られたい。

A.飛 鳥寺東北隅の調査 (昭和57年 5月 ～12月 )

日本最古の本格的寺院である飛鳥寺は,昭 和31～ 33年 の当研究所 による発掘調査

によって,一塔三金堂か らなる朝鮮直輸入の伽藍配置をもつ ことが明 らかになった。

また,こ の調査では,南 門 。西門跡が確認され,現存地割な どか ら,中 心伽藍 の中

軸線を西 3分 の 1に 置 き,南門の南の石敷広場北端を南限 とす る方 ?町 (約 210m

四方)の 寺域が想定 された。 ところが,昭和 52年 に至 って,飛鳥寺安居院の北方約

220mの地点で,東西塀 S A 500と その北 3mに ある幅約 2.4mの外濠 SD501,

S A 500の 南約 9mの 位置にある内濠 S D 503な どが検出され, これ らが一体 とな

って飛鳥寺の北を画 していたことが判明 した (概 報 8)。 南門南の石敷広場北端か

ら東西塀 S A 500ま での距離は約 324mで ,飛鳥寺の寺域 は従来の推定 よりも北へ

1町分広 く,南 北 3町 とす るのが妥当であるとみ られ るに至 った。

今回の調査 は,昭 和52年調査地の東約 100mに 位置す る水田を対象 として実施 し

たもので,飛鳥寺寺域を東西 2町 とした場合の寺域東北隅は,調査地水 田の北半で

検出され るもの と想定 した。そ こで,調査 は南北に長い水田の北半 に北調査区を ,

南端 に南調査区を設定 し,寺域東北隅および東限の施設の確認を主たる目的 として

実施 した。 さ らに,北調査区の東に もい くつかの小 トレンチを設 けて,寺域東方 の

遺構の検 出につ とめた。

遺構  北調査区での基本層序は,上 か ら耕土・床土・褐色土・灰褐色砂質土・ 暗

褐色砂質土 。灰褐色粘質土・茶灰色土の順で下層 におよび,灰褐色粘質土層 までは

中世の遺物を含んでいる。各層 ごとで遺構検 出を行 なったが,こ こではその下 の黄

褐色粘質土層 と暗褐色粘質土層の上面で検出 した遺構 について述べ る。遺構検 出面
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は東南か ら西北 に向かって緩やかに下降 し,そ の両端での比高 は約 50 cmほ どである。

北調査区において検 出 した主な遺構 には,東西塀 S A 500,南北塀 SA 600,東

西溝 S D 503,南 北溝 S D 601,東 西溝 S D 602,土 墳 S K 605・ 606・ 607,掘

立柱建物 S B 608,南 北塀 SA 630,斜 行溝 S D 603・ 604な どがある。

東西塀 SA500は 調査 区の北端で検 出 したもので,西端か ら 9間 日で南折 し,南

北塀 S A 600に 連続す る。東北部の柱穴 は,中世 における八釣川の氾濫によって ,

一部削 り取 られている。柱掘形の大 きさは 0.8～ lm内 外で,柱 間寸法は 2.2m等

W16140                        W16120                        W16100

|

S166880 -

SA

東 Ⅳ トレンチ

S166900 -―

北 調 査 区

10

南 調 査 区
S166920 -

I                SA600

第 9図 A調査地 (寺域東北隅)遺構配置図 (1:350)
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間である。ただ し,東端の 1間 分だけは 3.5mと 広 くなっている。塀の軸線は国土

方眼方位に対 して,東で北へ約 4° 振れている。

南北塀 SA6001ま ,北調査区の東端で 9間分を検 出 した。柱掘形は,一辺 0.5～

0.8mの やや不整形な平面形で,柱 間寸法は,北端の 1間分だけが 3.5mと 広 くな

っているほかは, 2.Om等 間である。 この塀の軸線は国上方眼に対 して,北で西へ

約 8° 振れている。 したが って, S A 500と SA 600と は正 しくは直角 にな らない。

東西溝 S D 503は S A 500の 南にあ り,そ の北肩 は S A 500か ら約 2mの 位置に

ある。 S A 500と 併行 してのびてお り,東 では S A 600に そ って南へ折れ,南 北溝

S D 601に 連 なる。幅 2.0～ 2.3m,深 さ 0.5～ 0.6mの素掘 りの溝で,溝 内には

多量の流水のあ った形跡はない。堆積土か らは, 6世 紀末～ 7世紀初頭の須恵器杯

身片 (第 10図 1),赤 焼 きの桶巻 き作 り平瓦片が少量出土 した。

南北溝 SD 601は S D 503と ほぼ同規模の素掘 り溝で,そ の東肩 は SA 600の 西

1.6～ 2.Omの位置にあ り,南下す るに従 って S A 600か ら離れ る傾 向にあ る。

東西溝 S D 602は , S D 503の 南にある幅 2.3～ 2.6m,深 さ 0.5mの素掘 りの

第10図 A調査地出土土器
(1:S D 503,2:S K606,3:S B 608)

溝で,部分的に二段掘 りにな っている。軸

線 は国上方眼に対 し東で北へ約 2°振れてい

る。流水があった形跡 はみ られず,溝 内の

堆積土か ら赤焼きの瓦片が少量出土 した。

重複関係か らみて,南北塀 S A 600・ 南北

溝 S D 601よ りも新 しいことがわか る。

土墳 S K 605・ 606・ 607は S A 500の

南約 lmの 所に東西に並ぶ瓦溜で,そ れぞ

れ,東西 6m,南 北 3mほ どの不整形な平

面形を呈す る。埋土か らは飛鳥寺創建時の

単弁蓮華文軒丸瓦や 7世紀後半期の複弁蓮

華文軒丸瓦 (第 11図 )の ほか,縄叩き目を

もつ一枚作 りの平瓦片や 8世紀中頃の土器

(第 10図 2)な どが出土 した。 SK605と
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S K 606は その南半が東西溝 S D 503と 重複 し,そ の廃絶後に掘 られたものである。

S K 605の 瓦片が S K 606出 上の もの と接合す る乙となどか ら,こ れ らの瓦溜は ,

一連の作業で掘 られた可能性が強いと考え られ る。

掘立柱建物 S B 608は ,北調査 区の南端で検 出 した総柱の建物で,そ の柱掘形か

ら10世 紀頃の土師器甕 (第 10図 3)が

出上 した。 S A 630は 南北塀 SA 600

と重複 して建て られた南北 2間 の掘立

柱塀であるが,あ るいは東へ延びて掘

立柱建物にまとまるのか もしれない。

S A 600よ りも新 しくつ くられ,柱掘

形 も小 さい ことか ら,古代末～中世 に

属す る建物であろ う。

調査区を西南か ら東北にかけて横切

っている斜行溝 S D 603・ 604は いず

れ もS A 500・ 600,S D 503・ 601

に先行す る自然流路である。西側にあ

る S D 603の 堆積土か ら古墳時代の上

器片が少量出上 した。

北調査区の南約22mに 設 けた南調査

区での基本層序 は,上か ら耕土 。床土

。灰褐色砂質土 。暗褐色砂質土・茶灰

色土・黄色粘土混 り暗褐色粘質土で ,

暗褐色砂質土層よ り上層では瓦器片な

どを含んでいる。 ここでは,そ の下の

黄褐色粘質土上面で検 出 した遺構につ

いて述べ る。検 出 した主な遺構 には ,

南北塀 SA 600,南 北溝 S D 601,土

墳 S K 650な どがある。

洋

「

,TTす ― ― ―
_」

ト ー ー ー
_茸 Cm

第11図 A調査地出土軒瓦 (1:4)
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南北塀 SA 6001ま 柱掘形 2個 を検出 した。北調査区で検出 した SA 600の 南延長

線 とは若干のズ レがあるものの,柱 間寸法は約 2.Omで,柱掘形の大 きさや軸線の

方位 もほぼ等 しいので,北調査 区の S A 600と 一体の もの と考え られ る。

南北溝 SD601は ,北調査区の S D 601の 南延長線上 にあるが,そ の東半を上墳

S K 650に よ って破壊 されてい る。溝内堆積土か ら藤原宮期の上器が出土 した。

土墳 S K 650は 南北塀 S A 600,南 北溝 S D 601の 廃絶後に掘 られたものである。

埋土には多量 の灰・焼土 とともに,焼け歪んだ丸瓦片や,瓦片が熔着 した窯壁片な

どが含 まれてお り,付近 に瓦窯の存在 が想定で きる。共伴す る瓦片には,飛鳥寺創

建時の ものか ら,奈良時代に属す る縄叩き目を もつ一枚作 りの平瓦片 まで各種の も

のが含 まれている。

以上の北 。南調査区の遺構検出後に,北調査区の東で南北塀 S A 600に 対す る東

外濠の存否 を確かめるために東 I・ Ⅲ トレンチを,東方で遺構のひろが りを知 るた

めに東 Iト レンチを,東西溝 S D 602の 延長部を確 かめるために東Ⅳ トレンチを設

定 した。東 I・ Ⅲ トレンチでは,東外濠に相 当す る溝 は検出されなか った。前調査

区北辺で検 出された北外濠 S D 5011ま 南折せずに,そ のまま東へ延びている可能性

がある。東 I・ Ⅲ トレンチでは,斜行溝 S D 604の 延長部分を検 出 した。また,東

Ⅱ トレンチで は, S D 604の 埋土の上で ,瓦 溜 S K 658を 検

出 した。 S K 658は ,そ の北端を確認 したにとどまるが,他

の瓦溜 と同 じく,東 西に長いもの と思われ る。 こうした瓦溜

が ,寺域東限施設の東外方 に もつ くられていることは注 目さ

れ よう。東Ⅳ トレンチには,厚い粘上の堆積層が認め られ ,

東西溝 S D 602の 東延長部 は検出されなか った。堆積 した粘

土層は北調査区東北隅でみ られた中世の氾濫によるもの と近

似 してお り, S D 602は すでに流失 したもの とみ られ る。

遺物  土壊 S K 605・ 606・ 607・ 658・ 650な どから多

量の瓦が出土 した。上層出上の ものを含め ると,出土 した軒

瓦は第 1表 のよ うになる。 これ らの軒瓦は床土か ら出上 した

平城宮6308系 の軒丸瓦を除 くと,こ れ までに飛鳥寺の中心伽

第 1表 出土軒瓦一覧

(型式不明は除く)

型  式 点 数

軒
　
丸

　
瓦

系

Ｉ
Ｖ
Ⅶ
�
ＸⅥ
０８
計 54

軒

平

瓦

6661-B
(大官大

寺式)

四重弧文

計 4
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藍か ら出上 した軒瓦 とまった く共通 した特微を もつ ものである。土器類では,遺構

の説明に際 しておゝれた もののほか,円 面硯が 1点 出土 したのが注 目され る。

まとめ  今回の調査で検出 した東西溝 S D 503は ,昭 和 52年 の調査で検出 した寺

域北限を画す る内濠の東延長上 に位置 している。また,東 西塀 S A 500に ついても,

北限を画す る塀の東延長上 にほぼ位置 している。 S A 500に 関 しては,前 回の調査

区に比べて方位の振れが大き く,柱 間寸法 にも相違があ って,両者の接続状況につ

いてはなお検討を要す るが,飛鳥寺寺域北限を画す る一連の施設 とみ るのが妥 当と

思われ る。

東西塀 S A 500,お よび東西溝 S D 503は ,南折 して S A 600, S D 601に 連 ら

なる。 これ らは寺域東限を画す る施設 と考えられる。飛鳥寺北西隅の推定位置か ら,

今回検 出 した東西塀 S A 500と 南北塀 S A 600と の交点 までの距離は 213mで ,南

北 324m(3町 )に 対 してほぼ 2町分にあたる。

東西塀 S A 500と 南北塀 S A 600と は,柱 間寸法や柱掘形の大 きさが若干異なり,

また,交叉角度 も約 94° とやや鈍角をな している。同様 に東西溝 S D 503と 南北溝

S D 601と の交叉角度 もやや鈍角気味である。 これ らは一体 とな って飛鳥寺の東北

角を画 していたもの と考え られ るが,各 々の遺構 は必ず しも同一規格で施工 されて

お らず,地割のための測量 も含めて,工事が伽藍中枢部でのそれに比 して,や や粗

雑であ ったもの と思われ る。

これ らの遺構の築造年代 とその存続期間については, S D 503出 上の上器や瓦か

ら,飛鳥寺創建時まで遡 ることは明 らかである。 また,そ の廃絶は内濠 S D 503や

S D 601の 埋土上に瓦溜が掘 られた 8世 紀 よ りも前であ り,南調査区の S D 601か

ら出上 した藤原宮期の上器 は,そ の存続年代の一端を示す ものである。 これ ら諸施

設 の廃絶後,北 内濠 S D 503の 南 に,東西溝 S D 602が 設 け られている。 この溝の

年代や東部での状況は明 らかでないが, S D 503を ほぼ踏襲 した位置 と方 向を もっ

てお り, S D 503の 改削である可能性がある。また,昭和54年 に行 な った飛鳥寺東

南部の調査では,南面築地が 8世紀初頭 に改作 されていることを明 らかに したが ,

その他 ,各所で奈良時代の上壊・ 瓦溜を検出 してお り,今後,飛鳥寺の調査は,創

建以後の寺地の改変 とい う観点 か らも進めてい く必要がある。
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B.南 方石敷広場の調査 (昭和57年 9月 ～10月 )

調査地 は,飛鳥大仏 の東南約 140mの 水田で,昭和 31年 に南門の南で検 出 した石

敷広場の東方約40mに 位置す る。調査地の層序は,耕土・床土 。暗茶褐色砂質土 。

暗褐色上である。暗褐色土層上面で石敷 。石組溝を検出 し,そ れ らの下層で土墳 2

基を確認 した。 したが って,遺構 は上層 (I期 )と 下層 (I期 )と に大別 され る。

I期 の遺構  調査区南半に広が る土壊 S K 663と ,調査区西北の上墳 S K 664と

がある。 S K 663は 東西 4m,南 北 2m以 上の規模を もつ上墳で ,そ の北半 を確認

した。埋土か らは,多量の瓦類 とともに,鉄滓・ 炭化物および垂球形土製品が出土

した。瓦類はいずれ も黄褐色を呈す る薄手の丸 。平瓦で, 7世紀前半代 に位置づけ

られ る。土壊 S K 664は ,そ の一部を確認 しただけで,規模・ 形状は不明であ る。

Ⅱ期の遺構  石敷 SX 660・ 661,石組溝 S D 662が ある (写真 9)。  いずれ も

西で北へ約 8° の振れを もって構築 されてお り,一連の造作によるものである。調査

第12図  B調査地 (石敷広場)遺構配置図 (1:50)
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区北半の石敷 S X 660は ,約 30 clll大 の河原石を敷 きつめた遺構で,南端には幅 50 cm

のひ とまわ り大型の石を,南 に面をそろえて並べて縁石 としている。南北 2.5m分

を検 出 した。 S X 660の 縁石の南には,一段 (約 15 cm)低 く石敷 SX661が 築かれ

ている。 S X 661は ,や や小ぶ りの石を使 った石敷面 とその南の縁石 とか らな り,

その南北幅は約79 caで ある。この SX661の 縁石の南約 90 clllに は,約 15 cm大 の扁平

な河原石が ,北 に面をそろえて並べてあ り,そ の間が石組溝 S D 662と なっている。

S D 662は ,深 さ約10～ 15 clllで ,底 には約 15 cm大 の河原石を敷いている。 これ らの

遺構 は,そ れぞれの南 と北 とではほぼ水平であ るのに対 して,東西では,西方が低

く,石組溝 S D 662は 西流 していたもの と思われ る。石組溝埋土および石敷上面か

ら,上 器・ 瓦片が出上 したが,い ずれ も細片で,時期を決す るには至 らなか った。

まとめ  今回検 出 した石敷・ 石組溝は,昭和31年 に検 出 した飛鳥寺南門南の石敷

広場 とほぼ同 じ方位 と傾斜 とを もち,特 に石敷 S X 660は ,そ の用材・構造 ともに

石敷広場のそれ と酷似す るなど,こ れ らが一連の遺構である可能性が高い。南門南

の石敷広場 は,北 に面をそろえた縁石で区切 られた石敷であ り,今回検出 した遺構

と一連のものであるとすれば,そ の構造は,南北両端を縁石で区切 る低 い基壇状の

石敷で,南 に幅狭い石敷 と浅い石組溝を伴な うことにな る。その場合の規模 は,石

敷広場の北縁か ら S X 660南 縁 までで,南 北約 20.5mで あ り, S D 662南 側石まで

含 めると約 22.2mと なる。 また,東西長は約 66.6m以 上におよぶ ことにな る。

石敷・ 石組溝の築造年代 については,下層の上墳 S K 663出 土の瓦が飛鳥寺 の創

建時までは遡 りえず 7世紀前半代に位置づけ られ るものであることか ら, 7世 紀中

頃以降 と推定 され る。昭和54年調査 などで も,石敷広場 と同 じ方位の振れを もった

遺構 (木 樋 。石敷など)が検出されてお り,そ れ らは 7世紀前半か ら中頃の遺構 と

み られ る。今回検 出 した Ⅱ期の遺構 は,そ れ らと密接な関連を もち,飛鳥寺南方 に

現存す る斜行地割 内に営 まれた遺構の一画をなす ものであろう。

石敷広場の性格 については,そ の構造 か ら,道路あるいは回廊などの建物基壇 と

みることもで きよ うが,な お明 らかでない。また,飛鳥寺が真北をさ して建立 され

た後に,斜行す る遺構が営 まれた理由について も,自 然地形や飛鳥寺創建以前の地

割 によるとす る従前の推定をこえる知見は見あた らない。今後の調査 をまちたい。
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C.寺 域西限付近の調査 (昭和57年 5月 )

調査地は,飛鳥寺の寺域 (南 北 3町 )の 北 3分 の 1に 近 く,西限推定線か ら約 10

m内側 にあたる民家の敷地内である。調査地の層序 は,表土 。灰褐色砂質土・ 暗灰

褐色粘質土 。暗褐色土・ 暗褐色粘土・黒褐色粘土 。黄褐色粘土混 り黒褐色粘土・ 黄

灰色砂質粘土 (地 山)層 となってい る。第 3層 日の暗灰褐色粘質土層までは,近世

の陶器片が含 まれてお り,近世以降の生活面 とその整地上層 と理解 される。 また ,

黒褐色粘土層以下 は,飛鳥寺創建以前の土層である。

遺構  暗褐色粘土層上面の上装 S K 597,黒 褐色粘土層上面の上墳 S K 598お よ

び同層下面か ら掘 られた小柱穴 S X 599が ある。

土壊 S K 597は ,調査区の西半を占める東西約 2.6m,南 北 2m以 上の南北に長

い土墳であ り,底 はゆ るやかな摺鉢状をな し,深 さは約35 cmほ どである。土墳西半

には,そ の縁辺 にそ って,多 量の瓦類が折 り重な った状況で遺存 し,東半 には,底

に密着 して土師器杯・甕な どが遺存 した。瓦類 は後述す る如 く,特色あ る一群であ

り,土 器類は 7世紀中葉か ら後半の ものが主体であるものの,奈良時代前半 に属す

る土器が少量含まれている。土墳 S K 598は ,掘削面が S K 597よ りも一層下であ

り,古 い土壊であることがわかるが,一部確認 しただけで規模 は不明である。埋土

には瓦片や炭化物が含 まれている。

以上の遺構の基層をなす黒褐色粘土層・黄褐色粘土混 り黒褐色粘土層には, 5世

紀後半の上器が含 まれてお り,両層の間には厚 さ 2 cmほ どの炭化物を含む間層がみ

6317                ;__T__T__可
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第13図  C調査地遺構配置図 (1:50)

られ,製塩土器,土 師器

椀・ 壷などが出上 した。

小柱穴 S X 599は , この

間層か ら掘 り込まれてお

り,直 径 30 cmの 円形を呈

す る。埋土か らは製塩土

器が出土 した。柱穴は ,

間層を床面 とする 5世紀

末頃の竪穴住居に伴な う

Ｎ
Ａ
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ものである可能性が強い。

遺物  土壊 S K 597出 上の多量の瓦類は,そ の出土状況 とともに,遺構の性格を

示唆する内容を もつ ものであ り,少 し詳 しくふれておきたい。瓦類は, 複弁蓮華文

軒丸瓦 (飛鳥寺 XⅣ 型式)2点,隅 切平瓦 1点 のほか,丸・ 平瓦 200点以上が出上 し

た。 それ らのなかで丸・ 平瓦はその80%以上が製作技法 。胎上の共通す る特色ある

一群で占め られている。 この一群の瓦 は,桶 巻作 りで,大部分の凹面には粘土板糸

切 り痕跡がある。平瓦 はすべて凸面を粗 くナデ調整 したのちに,格子 目叩きを施 し

ている。格子 目叩き原体の種類は,す べてを通 じて三種 に限定 されてお り,同 一個

体 に二種ずつ組合わ された例 も少な くない。丸瓦 は,い ずれ も玉縁をつ くらない行

基葺 きで,胎土・ 焼成 とも平瓦のそれ と同 じであって,凸面に ヨコ方向のナデ調整

を残す点が特徴的である。 この丸瓦 には,飛鳥寺XⅣ型式の瓦当がつ く例があり,こ

の一群の瓦類が,飛鳥寺改作時 (7世紀後半代 )に つ くられたことを示 している。

以上 のように,上壊出上の瓦類は,非常に単純な組合せを もつ ものであ り,い ず

れ も完形 あるいはそれに近い姿で折 り重なって出上 した ことを考え合わせれば,土

墳付近に存在 した建物 の廃絶時に一括 して投棄 された ものとみ られ る。その建物 は

飛鳥寺XIV型式の時期 に新営あるいは全面的な改修を受 けた建物であって,ま たその

存続年代が長期にわた るとは考えがたい ものである。伴出 した土器類 に,奈良時代

前半の ものが少量含まれることは,こ れ らの推定 と矛盾す るものではない。

まとめ  今回検出 した土墳 S K 597は ,そ の位置か ら,西限施設の廃絶時に伴な

う瓦溜 とも解 された。 しか し,外郭施設は,本年 A調査地などの所見では,創建時

に造営 され,奈良時代前半代 には廃絶 した ことが明 らかになってお り,土墳出土瓦

類の大半が,飛鳥寺改作時 (7世紀後半代)と それに伴な う丸・ 平瓦で 占め られて

いる点 と矛盾す るものである。 この上壊 は,外郭施設の廃絶時よ りも前に建て られ

た建物が この付近に存在 し,建物 は 8世紀前半代 には廃絶 した ことを示 している。

昭和52年 に,本調査地 の東で行 な った小規模な調査で も,奈良時代中頃の上器を多

く含む土墳を検 出 してお り,奈良時代 における飛鳥寺の変容が,大規模かつ広範囲

にわたるものであった ことが窺 われ る。奈良時代以後の改変 の実態 と意義 について

は,こ れ らの資料の再検討を含めて,今後の調査・ 研究にゆだねたい。
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6.山 田寺第 4次 (東 回廊跡)の調査

(昭和57年 8月 ～昭和58年 1月 )

山 田寺跡 について は,昭和 51年 以来 3次 にわた る発掘 調査 を行 ない多 くの成果 を

あげて きたが,一方 で は それ らの調査地が ,特別史跡指定地 内の公有地 に限定 され

て いたため に解決 し得 な い問題点 も残 されて い る (概報 7・ 9。 10)。  そ こで,第

4次調査 で は,残 され た問題点 の一 つで もあ る回廊 の東西規模 と,寺域 の東 限 とを

明 らかにす ることを目的 と して,金堂のほぼ東の北区 (東 西50m,南北 6～ 12m)

と,塔 の東 の南区 (東 西 6m,南 北 7m)と を設定 して実施 した。調査の結果,東

回廊の遺構 に加 えて,回廊建物 その ものを検出す るとともに,寺域東限を明 らかに

す る手懸 りを得た。以下 その概略について報告す る。

東回廊の遺構  東回廊の位置についてはこれまでの調査成果によ って,金堂や塔

の東を南北に延びる市道のす ぐ東 と推定 されていたが,今調査でほぼ従来の推定位

置に東回廊を北区で 3間 分 ,南 区で 1.5間 分検出 した。東回廊 は土間床の単廊で ,

第 2・ 3次調査で検出 した北回廊の成果に照 らす と,今回検出 した部分 は東回廊 の

北端か らかぞえて各々 6。 7・ 8間 日と15016間 目にあたる。

北区では,調査区西端の地表

下 1.3mで 回廊基壇面を検出 し

た。回廊上 の基本的な層序は耕

土 (厚 さ15 cm), 床土 (30cm),

黄褐色砂質土 (30 cm), 暗褐色

砂質土 (35 cm), 砂混 り暗青灰

色粘質土 (20 cm), 基壇土 とな

る。基壇を覆 う砂混 り暗青灰色

粘質土層 と暗褐色砂質土層の下

半部 には,柱・ 頭貫 。巻斗な ど

の建築部材 とともに,多 量の瓦

が一部ず り落 ちた状態を示 しな第14図 山田寺調査位置図 (1:3000)
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が ら部厚 く堆積 していた (写真 4)。

この瓦堆積をとりあげた基壇上 には花筒

岩の礎石が 6個,東側基壇縁 には花南岩 自

然石を立て並べた縁石が,そ れぞれ原位置

を保 って遺存 していた。礎石位置か ら復原

され る柱間は梁行が 3.78mで ,桁行 3間 も

同 じく3。 78m等 間 とな る。その基準尺につ

いては, 1尺を 30 cmと みなす と柱間は 12.6

尺,同 じく36 cmと みなす と 10.5尺 の数値が

得 られ る。後者の方が整数性 に富み,ま た

法隆寺西院回廊柱間が高麗尺の 10。 5尺 であ

0                              1m

第15図 東国廊東側柱列礎石

ることか ら,回廊の基準尺は高麗尺であると考え られる。基壇縁 は東側 のみを検 出

するにとどまったが,東側柱心か ら東基壇縁 までは 1.3mあ るので, 先述 した梁行

柱間を考慮す ると,基壇幅は約 6.4mに 復原 できる。 また,基壇高 は礎石上面 まで

で約 60 clllで ある。礎石 の うち西側柱列の礎石は方座の上 に単弁12弁 の連華文を側面

に半肉彫 りし,上面に圏線を巡 らした蓮華座を造 り出 している (表 紙 カ ッ ト光 い

っぼう,東側柱列の礎石では,蓮華座の両端に地覆座を造 り出 しているために,蓮

華文 と圏線 は周回せず半円状のまま地覆座の方向へおさめている (第 15図 )。  数値

上 は若干のば らつきが認め られ るが,方座の上辺は約65 cm,蓮 華座上面径は42 cm,

高 さは 7 cmで ある。金堂 にも同様の蓮華座礎石が使用 されているが,金堂礎石の方

座は一辺 lmあ るので,回廊礎石はそれを小型化 した ものと言えよ う。また,東側

柱列の礎石のみに地覆座を造 り出 しており,そ の 6間 日には礎石間 に榛原石の切石

か らなる幅 25 cmの 地覆石が 6個据 え られ,そ の上 に腰壁を受ける地覆が遺存 してい

た ことか ら,回廊 の内側 (西 側)は 開放 され,外側 (東 側)は 南区で明 らかにした

よ うに連子窓等の柱間装置を伴 なっていた ことがわか る。なお,東側柱列 7・ 8間

目の地覆石は抜き取 られ, 8間 日では地覆 のみが 2.5mほ ど遺存 していた。

東回廊の建物  回廊建物 は南区で検出 した。南区は北区で明 らかにな った回廊 の

柱間を確定する目的で補助的に設けた小調査区であったが,地表下 1.5～ 1.7mの
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基壇上 に回廊建物の東側柱列が横たわ っていることが判明 した (写真 5,第 16図 )。

南区の基本的な層序 は,耕土 (厚 さ15 cm), 床土 (20 cm), 砂質土 と粘質上の互

層か らなる褐色土 (80 cm), 同 じく暗青灰色土 (35 cm), 暗灰褐色粘質土 (30cm),

基壇面 とな り,建物部材は暗灰褐色粘質上に覆われていた。暗灰褐色粘質土層は単

一層ではな く,流水の形跡を示す砂層が部分的に認め られ る。また,調査時におい

て も部材周辺には絶えず湧水がみ られ,部材はそ うした好条件 に恵まれてほとんど

腐蝕せずに遺存 していたものと思われ る。

北区では基壇上に多量の瓦が堆積 していたが,南区にも北区よ りやや少ない もの

の建物部材の直上や暗灰褐色粘質土中に瓦が堆積 してお り,16間 目東端など軒平瓦

や平瓦が葺かれた状態のまま地覆上 に落下 している部分 もある。礎石 と東側基壇縁

石 は原位置を保 ってお り,柱間 は北区 と同様に 10.5尺 (3,78m)で あ り,未調査部

分 も含めて東回廊 の柱間は 10.5尺 等間 となる。建物部材 のうち地覆は礎石間の原位

置にあ り,そ れより上部の部材 も若子の乱れをみせなが らも,ほ ぼ互いに組まれた

状態のまま出上 しているので,建物倒壊時にはそれほどの衝撃はなか った ものと推

定 され る。また,北区では礎石間に地覆石が据え られていたが,南 区では地覆石を

使用せずに,瓦 を含む粘質上をつき固めた上 に直接地覆を設置 している。

検出 した部材 には,地覆,柱,腰壁束,腰長押,連子窓,頭貫,巻斗などがあ り,

ほかに,白 上で上塗 りされた腰壁,小脇壁,斗棋間小壁な どの壁の部分がある。部

材の樹種は 2本 の柱が楠であるほかはほとん どが桧である。検出時の上面では部材

の彩色をほとんど確認できなか ったが,基壇面に密着 していた下面には柱,方立 ,

巻斗などに赤色顔料が鮮かに残 っていた。15間 目に残 された連子窓 は窓枠 ,方立 と

20本 の連子子 によって構成 されているが,16間 目については連子子 はな く,そ の部

分で白土や壁木舞を検出 した。 しか し,窓枠 には連子子をはめるための大入穴が彫

られていることか ら,16間 目はもともと連子窓であ った ものが,後 に土壁に改作 さ

れた ものであることが判明 した。柱 2本 には若千のエンタシスが認め られ,頭貫や

腰長押は 2間 以上の長 さを もつ。腰壁束は柱間を二等分す るように配 されてお り,

その うちの 1本 には,最大 0.4 cmに わたる風蝕差を確認できた。 また,頭貫よ り上

部の部材 と しては巻斗があるのみで,巻斗以外の組物材,垂木などの構架材,屋根
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第16図  南区東回廊建物検出状況実測図 (1:50)
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材 は出上 していない。 これ らの部材は,西 側柱列の部材を含めて調査区に西接す る

市道下に遺存 していることが予想 され る。なお,先述の頭貫や腰長押などのよ うに

2間 以上 にわたる部材については調査区外につづ くため今回の調査ではとりあげて

いない。 したが って南区の基壇面の調

査は完全 には終了 していない。

基壇  北区で確認 した ところでは ,

回廊基壇の築成にあた っては,花南岩

風化上の地山をある程度整地 した後に ,

版築工法でもって基壇を完成 している。

礎石は基壇築成の途中に,地山に達す

る深 さの据 え付け穴を掘 って据え られ

ている。底に根固め石は用いていない。

また,東側柱列の礎石間すべて と,西

側柱列 7間 目には,基壇上面か ら掘込

まれた柱掘形が認め られた。掘形は ,

長辺 75 cm,短 辺45 cm,深 さは60 cm前 後

の規模である。東側柱列 6間 目の掘形

は地覆石を据 える際には埋め戻 されて

いることか らす ると足場穴 とも考え ら

れ るが,そ の場合 は,足場が柱筋にあ

たることにな り疑間が残 る。なお,同

様の柱掘形は北回廊 の北側柱列礎石間

で も検 出されている。 このほかに, 6

間 目には,基 壇旧床面か ら礎石上面ま

での厚 さ 7 cmに わた って再度版築 した

部分が認め られた。 この版築上 には平

安時代初頭の上器が含まれてお り,明

らかに本来の基壇 とは異 なるものであ
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第17図 北区調査遺構配置図 (1:300)



る。何 らかの目的で回廊 の一間分が改修・ 使用 されていた ものであろ う。

その他の遺構  北区の回廊 よ り東の調査区では 7世紀か ら中世 に至る時期の遺構

を検出 した。北区は地形的にみると,回廊を検出 した西側の水田 (西 半部)と 東方

の一段高 くなった水 田 (東 半部)に わかれる。西半部の基本的な層序は耕土 (厚 さ

20 cm), 床土 (30～ 40 cm), 褐色砂質土 (40～ 50 cm), 灰褐色粘質土 (20 cm), 暗

青灰色粘質土 (20 cm), 暗褐色有機上 (10～ 20 cm), 淡青灰色粘質土 (5～ 10 cm),

地山 とな り,地山は花南岩風化上である。また,地 山直上の淡青灰色粘質上の下半

部 には,削 りくずを含む小木片が包含されている部分 もある。東半部での層序は耕

土 (15 cm), 床土 (15 clll), 黄褐色粘質土 (15clll), 地山 となるが,地山である花

南岩風化土 は西へ傾斜 しているために,南壁西寄 り付近 には地山の上 に瓦や花南岩

風化土の混 った厚 さ60 cmの 黄灰褐色粘質上の整地層がみ られ る。

7世紀代の遺構には創建時の整地に伴な う遺構として S X 510・ 525, 整地後の

遺構 として南北方向の掘立柱塀 S A 500,同 じく素掘溝 S D 530,石 組溝 S D 531,

土壊 S K 503・ 545・ 550が ある。

創建時の整地 は,回廊か ら南北溝 S D 530の 間は若干東へ傾斜 させなが ら行な っ

ている。い っぽ う, S D 530の 西肩か ら東半部東端までは高低差が 3.5mも あるた

め,こ の間は東西幅 2～ 3mの水平面を削 り出 し,そ の西側をほぼ垂直に掘 り下げ

る雛壇状の整地 (S X 510・ 525)を行 なって,傾斜を緩和する配慮をしている。こ

のような整地の過程で,整地前の自然流路 S X 526は 埋戻 されている。

南北塀 S A 500は 回廊東側柱列心か ら東へ 17,lmの 位 置 にあり,5間分を検出 し

た。柱掘形の平面形 は東西 1.8m,南北 1,4m前 後の規模の長方形を呈 し,深 さは

1.7m前 後である。柱は抜き取 られているが,い ずれにも掘形底面か らやや浮いた

位置に礎板がわ りの扁平な自然石を据えてお り,そ れによ って柱間を 2.38m等 間に

復原できる。 S A 500は その位置か らみて寺域の東部を仕切る施設の一つであろう。

南北塀 S A 500の 東 4.2mに ある素掘溝 S D 530は 幅 lm,深 さ 0.6mで ,南流

している。堆積土は 3層 に大別でき, 7世紀中頃か ら後半 にかけての上器 と瓦が少

量出土 した。

石組溝 S D 531は S D 530の 東半に重複 し, 同 じく南流 している。東側壁には ,
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2～ 3段に石を積み重ね,西側壁は 1段 のみ石を据えている。 したが って,両側壁

とも旧地表面の高 さと一致 しているものの,東側が 0,6m程高 くな っている。東側

壁部分には,先述 した S X 525の ような整地時の掘 り込み面があった可能性が強い。

堆積土か らは 7世紀中頃か ら 8世紀前半に至 る土器が出上 した。石組溝 S D 531の

西側石は素掘溝 S D 530の 堆積土を掘 り込んで据え られてお り,素掘溝より後に構

築 された ものである。 また両溝を覆 う堆積土か らは 8世紀中頃か ら後半 にかけての

上器が出上 していることか ら,ま ず S D 530が 7世紀中頃に開削 され,そ の後, 7

世紀後半に S D 531に つけ替え られ, 8世 紀中頃には S D 531も 埋没 したものと考

え られ る。両溝 とも旧地表 の傾斜変換部に沿 って掘 られていることか ら,基 幹排水

路 としての機能を有 していた ものとみることができよう。

東半部 にある土墳 S K 503は ,不 整形な平面形を呈 し,埋土か らは飛鳥Ⅳ段階の

上器が出上 した。回廊 と塀 S A 500の 中間にある土壊 S K 545は ,平面形は不整形

を呈 し,底面は凹凸が著 しい。埋土か らは木片や瓦小片が出土 した。 この地区の地

山岩盤 には南西か ら北東に走 る不整合面が認め られ,土壊の掘 られた部分には乳白

色の粘土が帯状に斜走 しているので,土壊 S K 545は それ ら白色粘上の採掘城であ

った可能性が強い。土壊 S K 550は 回廊基壇縁近 くにあり,大半は調査区外に広が

っている。土壊 S K 545と 同様の性格 と推定 される。

8世紀代の遺構には,掘立柱塀 S A 505, 土墳 S K 504,瓦 敷 S X 551が ある。

東西塀 S A 505は, 南北塀 S A 500の す ぐ東か ら始 まり,調査区東端までで 13間 分

(総長 27.3m)を 検出 した。東端 と東か ら 2番 目の柱穴には柱根が残 るが,他 はす

べて抜き取 られている。柱間は西が ら 3間 目が 2.7mで あるほかは, 1.8～ 2.3m

である。西か ら3番 目の柱掘形 は,石組溝 S D 531の 西側石を壊 して掘 られてお り,

S A 505は S D 531よ り新 しいものである。東西塀 S A 505を 西へ延長す ると,金

堂心 とほぼ一致す る位置 にあ り,東西塀 S A 505は 寺域の東半部を南北 に三分す る

施設 と推定 される。

土壊 S K 504は 東半部の東西塀 S A 505の 南にある溝状を呈する土墳である。長

さは1l m,幅 は 1.2m,深 さは 0,45mあ り,埋土か らは多量の瓦とともに奈良時代

の土器が出土 した。回廊の東にある瓦敷 S X 551は ,直径 1.6mの 範囲に奈良時代
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の上器を混えなが ら瓦が敷かれている。

平安時代の遺構 には掘立柱建物 S B 501, 土墳 S K 508, 瓦敷 S X 535, 南北溝

S D 552が ある。建物 S B 501は 東半部 にある異行 1間 ,桁行 2間 以上の東西棟で,

柱掘形か らは平安時代前半期の黒色土器,土 師器が出土 した。土壊 S K 508は 東半

部北壁近 くにあるが,そ の主要部は調査区外へ広が る。堆積土か らは 9世紀前半の

上師器,須恵器 とともに,三彩 (小壺蓋,香炉), ガラス製容器片,神功開宝など

が出上 した。 S D 552は 回廊の東 にある南北方向の素掘溝で,幅 は 0,8m,深 さは

0。 2mあ る。堆積土か らは 9～ 10世紀 にかけての上器が出土 した。

瓦敷 S X 535は 南北塀 S A 500と 東西塀 S A 505の 西端掘形を覆 っている。瓦は

間層を含みなが ら少な くとも 3～ 4層にわたって敷かれ,結果的には基底部幅約 5

m,高 さ 0.5mの 上塁状の高 ま りとな っている。築地 とも考え られ るが,寄柱や堰

板 の痕跡が認め られないことか ら,こ こでは瓦敷 としてお く。堆積上には奈良・ 平

安時代の上器が含まれ,最上面か らは11世紀前半の瓦器が出上 した。なお,こ のほ

かに東半部では中世以降に掘 られた小溝を検出 している。

出土遺物  押出仏,木簡,土器 (土 師器,須恵器,黒色土器,瓦 器), 施釉陶器

(三彩,緑釉,灰釉), 金属製品 (飾金具,鉄釘 など), 銭貨 (神 功開宝), 木製

品 (曲 物,桧扇など), 土製品 (陶硯,土馬), ガラス製品,動植物 製遺物のほか

多量の瓦が出土 したが,整理途中であり,こ こでは主要な ものについてなゝれておく。

押出仏 は北区西半部の奈良時代か ら鎌倉時代の土器を包含す る暗青灰色粘質土層

か ら出土 した もので,大小 2種 3点がある (写 真 6・ 7)。  両種 とも独尊の如来坐

像で,大 は 1点 出上 し,縦 6.8 cm,横 4.4 cm,厚 さ 0.25～ 0.3211111で ,鍍金の痕跡が

認め られる。上部 に 1ケ 所の釘穴があ り,長 さ 1.l cmの 銅釘が残 っている。小 2点

は長 さ24 cmの 木片に約 3.5 cmの 間隔をあけて,上・ 下 に打ち付 け られている。木片

の上端 に 2個 の釘穴が残 っているので, 3段 以上で構成されていた ことがわかる。

前述の押出仏の約 1/2の 大 きさで,縦 3.15～ 3.75 cm,横 1,75～ 1.8 cm, 厚 さは 0.2 11ull

である。漆地の上 にわずかに金箔 の痕跡を確認できる。 これ らの 2種 の押出仏 は,

「

ともに,山 田寺出上 の十二尊連坐埓仏 と同 じ様式であることか ら,製作年代は塔あ

るいは金堂建立時期 まで遡 るものと思われる。また,小型であることと打ち付け ら

- 39 -



れた木片が小 さい ことか ら,厨子に使用 されていた ものと推定 され る。

木簡 は 3点 あ り,石組溝 SD 531と 北区西半部の暗青灰色粘質土層か ら出土 した。

石組溝 S D 531出 上の ものは断片で「負魅」と判読できる。包含層出土の木簡 は題

鎖で,縦二行 に「□□寺」「経論司」 と墨書 されている。経論司 とは,お そ らく寺

院の内部で経論の保管出納,経蔵の管理を行な う部門の名称であろう。頭部の幅は

2.l cm,長 さ 4.4 cm,厚 さ 0.7 clll,軸 部径は 0,9 clllで ある。

瓦は軒丸瓦,軒平瓦,垂木先瓦,蓮 華文鬼板片,鶏尾片のほか,多量の丸 。平瓦

がある。軒瓦はほとん どが「山田寺式」軒丸瓦 と重弧文軒平瓦であるが,ほ かに ,

奈良時代後半の平城宮 6314系軒丸瓦や,均整唐草文軒平瓦が少量出上 している。「山

田寺式」軒丸瓦については,現在 6種 に分類 しているが,今次調査の出土点数ではD

種が軒丸瓦の 6割以上を占めている。 この ことか ら,回廊所用瓦はD種であると考

えられる(第 19図 )。 また,軒平瓦では凸面の顎近 くに,十八 ,十九,廿 四,廿六 ,

汁―など番付を朱書 したものが,瓦敷 S X 535の 西側を中心に出土 している。これ ら

の番付 は,瓦 を葺 く際,あ るいは建物解体時にその場所を明示す るための もの と思

われ注 目され る。

出土土器には 7世紀か ら中世 に至 るものがあるが, ここでは,北区回廊上の瓦堆

積中 と,砂混 り暗青灰色粘質土層 とか ら出上 した もの (第 18図 )を あげてお く。い

ずれ も土師器の小皿で,日 縁端部を丸 く巻込む もの (1～ 5)と ,尖 り気味におさ

めるもの (6)が ある。 これ らの土器 は10世紀後半か ら11世 紀前半 に位置づけ られ

るものであるが,器壁の薄いもの (1)は他 よ り先行す る型式 といえよ う。なお ,

墨書土器 としては「コ寺」 と書いた奈良時代の上師器が出土 してい る。

動植物製遺物 には馬毛 とみ られ る糸状遺物 とワラジがある。糸状遺物は長さ約 25

clllの ものを直径 l clllほ どに束ねたもので,一
1                     4

方の基部 には黒漆 とみ られ る物質で固めた痕         

―

2                       5

跡が残 つている。伎楽面等の装飾に用いられ  長≡≡≡
=再

ア

たものであろうか。石組溝 S D531か ら出±        3       6

した。 同 じく SD531の 西側 石 の裏 込 め土 か      降す 可 十 一 ― 翠 ―
~当 Cm

らは ワ ラ ジが 出上 した。 幅 9 cm,現 存 長 16 clll  第18図 出土土器実測図 (1:4)
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第19図 回廊所用軒瓦実測図 (1:5)

の大 きさで,鼻緒部が残 っている。

まとめ  今回の調査の主な目的は,東 回廊を検 出 して回廊の東西規模を確定す る

ことと,寺域東限を確認す ることにあった。調査の結果,東 回廊 はほぼ推定位置で

検 出され,こ れによって回廊の東西規模が明 らかにな った。西回廊 については明 ら

かでないものの, 2・ 3次調査で検出 した北回廊 は,伽 藍中軸線上 に柱位置があり,

そ こを基点 とす ると,東 回廊 までは11間 であ り,東西22間 の回廊が復原できる。ま

た,北 回廊 の桁行柱間は 10.5尺 であるが,中 軸線をはさんだ各 1間 のみは12尺 であ

って,そ の総実長は 234尺 (84.24m)と なる。南北規模 については,中 門の位置

に不確定 な要素があるが,東回廊の桁行柱間が 10.5尺 であ り,中 門建立時の足場穴

の位置を参考にす ると,23間 ない しは24間 (252尺)と 推定 され る。

回廊の建立時期 については,出土遺物か ら確定す ることはできなか ったが,以下

にあげる諸点 を根拠 として,回廊 は金堂建立時 (『 上宮聖徳法王帝説 』裏書によれ

ば 643年 )か らほど遠か らぬ時期 に建立 されたものと推定 している。

1,回廊礎石 は金堂礎石を小型化 した蓮華座礎石であ り,両者には型式的な共通

性が認め られ る。 これに対 して,塔 。講堂 には蓮華座礎石 は使用 されていない。

2,回廊の基準尺 は高麗尺 と考え られ る。 ところで,金堂の基準尺 については ,

原位置を保つ 2個 の礎石の柱間か ら,高麗尺 と唐尺 とのほぼ中間にあ る基準尺 (1
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尺=33.3 clll)を 推定 していた。 しか し,回廊

の基準尺が高麗尺である可能性が強まったこ

とか ら,金堂 の遺構を再検討 した結果 ,金堂

も高麗尺で説明できることが判明 した。それ

によると,金堂建物の身舎部分では,正面 3

間の うち中央間が14尺 ,両脇間が 5.5尺 で ,

側面 2間 は 8尺等間 となる。庇部分 について

は,庇 の出が 8尺 あるいは 8.5尺 のいずれか

であるので,仮 に 8尺 にとると,正面 3間 の

うち中央間が14尺 ,両脇間が 13.5尺 ,側面 2

間は16尺等間 とな り, 8.5尺 にとると,正面

3間 は14尺等間,側面 2間 は 16.5尺 となる。

これに対 して,講堂については唐尺 と推定 さ

れる基準尺 (1尺 =29.75 cm)が 得 られてお

り,塔 について も現存す る心礎 と四天柱礎石

0      20m

―第20図 伽藍復原図 (1:1500)

E:コ

とを考慮す ると講堂 と同様の基準尺が得 られ るのである。 したが って,山 田寺造営

の基準尺には少な くとも高麗尺 と唐尺の 2種 があ り,金堂 と回廊の基準尺 は共通 し

ていたものと推定 され る。

3,金堂・ 回廊が完成 しているのに対 して,金堂 と同 じく回廊で囲まれる塔が建

立 されていないことに対す る不 自然 さは残 るが,『 日本書紀』等 にみえ る飛鳥寺の

建立次第によれば,金堂 (仏堂)と 回廊 (歩 廊 )は塔 より先に建立 されたことが知

られ,山 田寺を特例 とみなす ことはできない。

今次調査ではまた,東回廊の建物その ものが倒壊 して遺存す ることを確認 した。

今回出上 した建物部材 は,法隆寺西院伽藍の建築以外皆無にひとしい飛鳥時代建

築に新たな一例を加えた ことにな り,そ の意義 は大 きい。 しか も,文献や発掘知見

か ら建立年代 も狭い範囲で推定す ることがで き,同時期あるいはそれを遡 る時期 に

建立 された多 くの寺院建築の様相を知 る上で貴重な資料を提供することにもなった。

いま, Cれを直接対比できるものは法隆寺西院回廊 よりないが,こ の両者を比較
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第21図 山田寺東回廊建物復原図

してみ た場合,そ の間 には類似 す る点 とともにい くつか の相違点 もあ り,飛鳥 時代

の寺 院建 築 は今 まで に考 えて いた以上 に多様性 を もっていた ことがわか る。

その相違点 を列挙す れば, 1,柱 の長 さが 30 cm余 短 かい。 2,長 押 は腰 長押 だ け

をとζ:g岳 [吾悟Bもときと写5,:1暑ど量を写吾暴具§砕曇:8:浄警宅魯
積が小 さい。などである。また,単廊であることや柱間寸法,柱 のエ ンタシスの存

在,あ るいは腰壁束を 2本立てる乙となどは類似点 としてあげることができる。

頭貫以上の材 は 2個 の巻斗よ り出土 していないが, これによって組物が三 ッ斗組

であ ったことや,垂木先瓦の形か ら垂木 は円垂木であ ったことなど,上部構造につ

いて もある程度推定が可能である。

こうしてみたとき,山 田寺の回廊は法隆寺回廊に比べて,建物全体の高 さが低 く,

かっその遮断面 となる柱間は連子窓部分が小 さく, しか も太 い連子子のために差 し

込む光の量 も少な く,い わば比較的閉鎖性の強い ものであ った といえ る。

これ らの ことが回廊以外の建物,例 えばほぼ同時期の建立 とみ られ る当寺金堂 に

どの程度あてはめ得 るか,と い うことは今後の研究 にまたねばな らないが,少 な く

とも 7世紀中葉の建築が埋没 した状態であ りなが らも存在 しているという事実 は,
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古代建築を考え る上で,そ の益す るところ測 り知れない ものがある。

回廊の倒壊 は,出 土土器か ら10世紀後半か ら11世 紀前半 にかけての時期 と推定 さ

れる。基壇上を覆 う土層 に11世紀前半代の土器が含 まれていることか らあえて限定

すれば,回廊 は,塔・ 金堂の焼亡時よ り約 200年早 く,10世 紀末 には倒壊 した可能

性が強い。そ して,そ の後再建 され ることな く短期間に埋没 したものであろう。

今次調査のいまひとつの目的である寺域の東限については,中軸線か ら東へ約 75

mの 位置で南北方向に直線的に延びる水 田畦畔あた りに推定す る説があ った。 しか

し,今回の調査で明 らかに したよ うに,そ れ以東の北区東半部 において も整地がな

されてお り, 7・ 8世紀代の遺構が検出され るとともに多量の瓦が出上 している。

したが って,寺域の東限は従来の想定線 よ りもさ らに東 に位置す るものとみられる。

現時点で寺域東限を確定す ることはできないが,中軸線か ら北区の東端までは約87

mで あ り,さ らに東方 の水田畦畔にも地形上の傾斜変換が認め られ ることか らあえ

ていえば,寺域の東限は中軸線か ら 1町 の位置にあるもの と考え られよ う。

南北塀 S A 500は 中軸線か ら唐尺で 200尺 の位置にあ り, S A 500と 回廊 との間

はほぼ平坦 に整地 されているものの,土壊以外 に顕著な遺構 は認め られない。そ し

て SA 500以 東 は傾斜 を生か しなが ら整地 されてお り, SA500は寺域中央地区で

ある平坦部を区画す る施設であると考え られる。 SA 500の 柱間は唐尺で 8尺等間

であ り,塔 。講堂建立時には構築 されていた もの と推定 される。そ して,奈良時代

には,南 北塀 S A 500以 東の地域は東西塀 S A 505で さらに南北に区分 されており,

この時期 に寺域内が再整備 された 乙とを示 している。昭和53年 に講堂の北方約41m

の位置で行なわれた水道管埋設工事に際 して, S A 500の柱掘形 と同様 に扁平な石

を据えた柱掘形が検出されている (第 14図 A地点 )。  この柱掘形 と S A 500は 一連

の施設であった可能性が強 く,ま た, この柱掘形 は金堂の中心か ら約 110m北方の

位置にあ り,寺域の北限を知 る手懸 りを提供す るものであろう。

回廊の南北規模や寺域の確定 ,回廊倒壊の直接原因の解明,あ るいはまた,南区

の西方 に予想 され る建物部材 の検出などについては,今後の調査 に負 うべ き点が多

い。なお,山 田寺の特別史跡指定地は,昭和57年度 に既指定地周辺部の追加指定が

行なわれ,現在,公有化が進め られている。
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7.川 原寺および周辺地の調査

川原寺周辺では, 3ケ 所で調査を行な ったが, ここではその うち,北方建物を再

確認 したA調査地 と,橘寺寺域 に近接す るB調査地 とについて概要を報告す る。

A.北 方建物の調査 (昭和57年 3月 )

本調査地は板蓋神社 のある丘 (川 原寺裏山)の 東 に接 した水田で,講堂跡の北西

方 にあた り,当 研究所が昭和33年 に行な った川原寺第 3次調査で「北方建物」 と呼

んだ礎石建物が確認 されているところである。今回,所有者か ら暗渠工事の申請が

出されたために敷設予定位置 について小規模な調査を実施 したものである。

この「北方建物」は水 田の西端 にあ って,残存す る17個 の礎石 と北側 の農道拡張

時 に動かされた 2個 の礎石か ら梁行 3間 (東 か ら 6.5尺 , 9尺 , 9尺 ), 桁行 6間

(11尺等間)の 東側 に庇を持つ南北棟で,建物の東側 には玉石 による基壇縁が認め

られている。また,本建物の南側には柱筋 の揃 う 2個 の礎石があって,東西建物の

一部 と考え られていた。調査 は,暗

渠が両建物の間に設 け られる計画で

あ った ことか ら両者の関係 を明 らか

にす るために,東西及び南北方向の

小 トレンチを設 けて行 なった。 この

結果,南側 の 2個 の礎石は北方建物

と一連の基壇面 にあること,基壇東

辺で確 め られている基壇縁 と同様の

玉石列が南端礎石の南側で検出され

たことなどか ら,両者が別個の建物

ではな く,同 一の建物であることが

明 らか となった。

遺構  北方建物 (SB 01)に 属す

るもの として礎石 3,礎石据付穴 1,第22図 川原寺周辺調査位置図
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基壇縁玉石列 ,雨落溝があ り,そ の他 に根石 ,土壊,遊離 した礎石 2な どがある。

3個 の礎石 は,い ずれ も第 3次調査で確認 されているものであ り,上面が平坦な

花筒岩の 自然石で,間 隔は北か らほぼ 7.5m, 2.5mで ある。各礎石 は,黄色砂質

土 と黄褐色粘質上 の互層か らなる厚 さ 0.3mの基壇築成上中に据え られている。な

お,基壇築成土 は西側では次第に薄 くな り,西端の礎石据付穴 S x08は 地山面に直

接掘 り込んでいる。玉石列 SX03は ,人頭大の河原石を東西に並べたもので,礎石

か ら 1.lmの 位置にある。雨落溝 S D02は 幅 0。 9m,深 さ 0.2mで溝内には多量の

瓦が堆積 していた。なお,玉石列 と雨落溝は西側の トレンチには及んでお らず, こ

のことか ら建物の正面 にあたる東半部 にのみつ くられたとみ られ る。

基壇上面の上墳 S K05は 炭化物を含む皿状の上墳で,礎石推定位置には抜取痕跡

等 は確認できなか った。根石 S X09は SB01の 南東,畦畔際にあって,河原石 10余

個を円形に並べた もので,そ の帰属等 は

不明である。昭和47～ 49年 の整備工事の

際に南側の水路下よ り東西方向の礎石列

がみつか ってお り,そ れ と関連す るもの

か もしれない。 また,遊離 した礎石 は調

査水田の東南隅の上損か ら出上 した もの

で,い ずれ も0.75mの 方形柱座を持 ち ,

回廊及び僧房の礎石 と近似 している。

遺物  基壇周辺か ら出上 した軒瓦は川

原寺創建時の軒丸瓦 4点 ,奈良か ら平安

後期 に至 る軒丸瓦 8点 ,軒平瓦11点 であ

り,面戸瓦 1点 がある。 また,基壇上面

か ら薄 1点が出上 している。

まとめ  以上のように,今 回の調査 に

よって「北方建物」は南へ 3間 分延 びて

桁行 9間 であることが確かめ られたわけ

であるが,南側か ら 2間 目と 3間 目につ第23図 A調査地遺構配置図 (1:200)
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いては,11尺の等間割 りとはな らず,各 12.5尺 とす るかあるいは11尺 ,14尺 の不等

間を考えなければな らない。本調査 は緊急的な ものであ り,隣接の礎石確認にまで

及ばなか った点で,再度の全体的調査が必要 と思われ る。

B.川 原寺東南方の調査 (昭和57年 7月 )

調査地は川原寺中金堂の東南 170mに ある民家の敷地内で,調 査地の東 には飛鳥

川が深い谷をな して北流 してい る。昭和 32年 の調査で,川 原寺南門 とその南20mの

位置で橘寺北門 。北築地が検出され,二 つの門にはさまれた南北幅40mの 部分は ,

東西道路であると考え られている。調査地はその東西道路上に位置 し,橘寺の東北

隅に近接 している。調査地の層序 は,上 か ら表土・ 灰褐色土 。茶褐色砂質土 。黄褐

色粘土・ 茶褐色粘土・青灰色粘土・ 灰色砂礫層であ り,遺構 は黄褐色粘土層上面で

東西溝 。掘立柱建物な どを検出 した。灰色砂礫層は,飛鳥川の旧河川敷にあた り,

黄褐色粘土層か ら青灰色粘土層 までは, 7世 紀前半代の遺物を含む整地上である。

黄褐色粘土層は南半に広がってお り北半 には薄いバ ラス層がみ られる。

掘立柱建物 S B01は 南北 2間分の柱列を検 出したにとどまり棟の方 向は決め難い。

柱掘形 は一辺 1.2mと 大型 の方形で深 さは80 cmで ある。北 と南の柱穴 には直径 30 cm

の柱根が遺存 した。柱間は 2.8m等 間に復原で きる。

埋土か ら 7世紀前半代の上器が少量出上 した。

東西溝 S D 02は SB 01の北約 24に あ り,幅 1.7

m,深 さ40 cmで ある。埋上には多数の人頭大玉石 と

ともに川原寺出土例 と類似 した平瓦片が含まれてお

り,埋没が川原寺創建以後であることを示 している。

今回検出したSB01は ,想定東西道路敷上でかつ ,

橘寺北築地に近接 した位置にあ り, 7世 紀前半代以

後 に造営 された大型柱掘形と柱根をもつ建物であ り,

川原寺・ 橘寺 。東西道路 との関係 は位置 。年代 とも

に微妙である。 しか し,調査 は小規模であ り,建物

の全容 も明 らかでない現状では,そ の性格を含めて

解明を今後の調査の進展 にゆだねたい。

0               5m

ー

第24図  B調査地遺構配置図 (1:250)

| |

-47 -



8.桧隈寺第 4次 (門・ 東回廊跡)の調査

(昭和57年 7月 ～12月 )

桧隈寺 は,応神朝の渡来人阿知使主 を祖 とす る倭漢氏一族の氏寺 とされている。

寺跡 は,高取山か ら北西へ延 びる丘陵上 にあ り,現在 は,於美阿志神社の境内地 と

なっていて,大小 4つ の上壇 と礎石 などが残 されてい る。

桧隈寺 における発掘調査 は,昭和44年 の奈良県 による調査が最初である。その調

査では,塔基壇上 にある十二重石塔 の解体修理にともない,塔 の規模 と構造 を明 ら

かにす るとともに,出 土軒瓦か ら塔が 7世紀末か ら 8世紀初頭 に造営 されたことを

推定 した。 また,塔 の東で,花南岩 自然石 の礎石 1個 を検 出 して,回廊所用の礎石

と考えている。昭和54年 か らは,当 研究所が伽藍配置の確定 に主眼をおいて,継続

的に調査 を進めることとなり,今回

で第 4次調査 を迎えた。第 1次調査

では,従来推定 されてきた法起寺式

伽藍配置に従 って,南門の検出につ

とめたが顕著 な遺構 は検 出され なか

った。第 2次調査では塔の南 にあ っ

て,従来中門 とされてきた土壇 を中

心 に調査 を行 ない,土壇が金堂跡で

あることを確認 した。 その結果,従

来 の伽藍配置想定 は根本的な変更を

せ まられ ることになった。第 3次調

査では,塔 の北に残 る大土壇が講堂

跡であることを明 らかに した。

これ らの調査 を通 して,桧 隈寺 の

主要伽藍 を構成す る個 々の建物 につ

いてはほぼ明 らかになったわけであ

るが,そ の伽藍配置は,従来の推定第25図 桧隈寺調査位置図 (1:2000)
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のよ うな法起寺式ではな く,塔 の北に講堂があ り,南 に金堂 をお くとい う他 に例 を

みない特異 な配置であり,それらの建物 は真北 に対 して西へ 23°余振れたものである。

今回の調査 は,上記の成果 をうけて,主 要建物 をめ ぐる回廊などを確認す ること

によって,伽藍配置をよ り明確 にす る目的で,塔 西方の小土壇 とその周辺および ,

塔東側の回廊推定地 において実施 した。また,あ わせて,食堂・ 僧房 などの存在が

想定 された講堂北方の畑地 にも調査区を設定 した。

調査 の結果,塔西方 の小土壇は礎石だち建物の基壇であ り門跡 と考え られ ること

が明 らかになり,塔 の東では東回廊 の遺構 を検 出 した。 しか し,講堂北方 の調査で

は,表土層の直下で花南岩風化上の地山があ らわれ,桧 隈寺 に関す る遺構や遺物 は

認め られなか った。 この地山面は第 3次調査で確認 した講堂周辺の地山面 よりも約

80 cm低 く,後世の削平 によ り遺構が失 なわれたものと理解 された。 なお, これ らの

調査 と併行 して,金堂 の東側の傾斜地 (県有地)に も,桧隈寺関連遺構の広が りを

確認す るために,い くつかの小 トレンチを設 けたが,遺構 は全 く検出されなかった。

ここでは,塔西方の小土壇で検 出 した基壇建物 S B 500と ,塔東側 の東回廊 とにつ

いてその概要 を報告す る。

基壇建物 SB 500  塔西方 の小土壇は,そ の西南部が道路で削 られ るなど後世 の

著 しい削平 を受 けて 1辺 7m余 の三角形 となってい るものの,上面 に礎石が遺存 し,

また,そ の位置か ら回廊 あるいは西塔跡 と推定 されてきた。調査 は,遺存する礎石

を手懸 りとして土壇上およびその周辺 とで進めたが,い ずれ も後世の撹乱が著 しく,

ほとんどの遺構が表土層直下に痕跡的に残 されたものであるなど困難 な点 も多か っ

た。調査の結果,土壇 は版築工法で築かれた建物基壇であることが判明 した。検 出

した遺構 には基壇建物 S B 500に 関す るものとしては,基壇上 に露 出 していた礎石

2個 のほか,礎石抜取穴 3,基壇西側 の玉石列 などがある。そのほか,後世の遺構

として,基壇上および基壇北辺の石列抜取痕跡,基壇東辺 の切 り通 しによる旧道や

階段状 の踏石 などがある (写 真 8)。

基壇上の 2個 の礎石 はいずれ も 1～ 1.2mの 不整形 な花南岩で,上面には直径約

60 clll,高 さ約 8 clllの 円柱座の造 り出 しがある。礎石 は,基壇築成後に掘形 を掘 って

据え られてお り,掘 形 の底 には拳大の玉石 を詰めて根石 としてい る。いずれ も原位
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第26図  SB 500調 査遺構配置図 (網 目 :基壇土,1:200)
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べ たもので, 4個 1.7m分 が残存 していた。玉石列の東側 に黄色粘上 の基壇上がみ

られ,西側 に厚 さ10 clllの 瓦層があ り,さ らには,こ の石列 の方位が礎石の方位 と一

致 していることか ら,こ れが基壇西縁の化粧石であることは明 らかである。礎石か

ら基壇西縁 までは 6.3mで あり,基壇高は 0,9mで ある。玉石列 に北接 して並ぶ石

列抜取痕跡 は,約 1.6m東 で北折 し,基壇縁玉石列か と思われたが,基壇上 に東西

に並ぶ石列痕跡 とともに,中 か ら瓦器が出上 し,後世 に基壇の高 ま りを利用 して建

て られた建物 に伴 なうもの と考えた。

基壇 の築成 は,地 山の傾斜 にあわせて西側で厚 くした整地上 (濃茶色土)の上に,

褐色粘質土 を主 とした粗い版築を行 ない,そ の上に黄色粘質上 による細かい版築を

重ねて築いている。基壇 は玉石列の南 を道路で大 き く削 られているが,道路の西南

に一部残存 してお り,そ の西端はほぼ玉石列の延長上 にあって,基壇西縁 をかろう

じて示 している。また南端 について も同様 に基壇南縁 に近いものと思われ るが,東

縁 については,古図に記 された旧道 にあたる溝状の切 り通 しやその東岸の階段状 に

並ぶ踏石 など,近世・ 近代の遺構で大 き く削平 されていて明 らかでない。北縁につ

いては,先述の玉石列抜取痕跡 にそって基壇上の不整形 な張 り出 しがあ り,そ の上

面 はなだ らかに北へ向か って下降 している。

以上のように, S B 500は版築工法 による基壇 と玉石積の基壇化粧 をもつ礎石建

物であって,回廊跡 とは考えがたい。礎石や礎石抜取穴の位置か ら建物規模 は東西

2間 以上,南北 1間 以上であることがわか り,玉石列・ 基壇土の広が りを考え合せ

″イ

0               5               10 nI

第27図 東回廊調査遺構配置図 (網 目 :基壇土,1:200)
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ると,南北 3間 (柱 間 2.8m等間),東

西 3間 (2.3m等 間)と 推定 され る。

その場合の基壇の出は 1,7mと なる。

S B 500の 礎石は金堂・ 講堂の礎石

より小 さ く,基壇 も低 いもので,主要

伽藍 を構成す る建物 としては貧弱であ

る。また,本建物の心を東 に延長す る

と塔心礎 にほぼ一致 し,金堂 と講堂の

中点 に合致 していることか ら,こ の建
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物は,門跡 と考え られ るのである。その場合,基壇上の北への張 り出 しは,回廊の

とりつきを示 しているものと考え られよ う。造営年代 については,基壇土,整地土

層か ら 7世紀前半代の上器や瓦片が数点出土 してお り,ま た,礎石 に円柱座の造 り

出 しがあ り,比較的丁寧 な版築で基壇が築かれ るなど,金堂 との類似点がみ られ ,

7世紀後半代 に推定 され る金堂 とほぼ同時期か と思われ る。

東回廊  昭和44年 の塔跡調査の際に検 出された礎石 を含む北側で調査を行なった。

その結果,新 たに 1個 の礎石 とその東 に 2ケ 所の礎石抜取穴 を検出 したほか,両者

の中央で,掘 立柱塀 とみられる柱穴 2個 ,礎石の西側で南北溝 1条 などを検出した。

南にある先の調査で検 出 した礎石 は,上面の平坦な 1.1× 0.7m大 の花南岩 自然

石であるが,今回検 出 した礎石の上面 には直径 40 clllの 円柱座が造 り出されている。

礎石 はいずれ も回廊基壇の築成 にさきだ って据え られ,原位置を保 って遺存 してい

た。礎石抜取穴は 0.8～ lm余 の不整形 な平面

形で,そ の位置か ら礎石 と一体 となって,桁行

3.7m,果 行 3.6mの単廊 を構成す るもの とみ

られた。回廊基壇 は付近一帯の大規模 な整地地

業の後に築成 されてお り,整地層 は回廊付近で

は礎石下 2mに まで達 している。 この整地層 は

塔跡下部で確認 された整地層 と一連とみられる。

礎石 と礎石抜取穴 との中央で検 出 した柱穴は

一辺 0.7mの掘形で直径 25 cmの 柱痕跡 をもつも

のである。柱間 4m未満の掘立柱塀であろうが,

時期・ 性格 ともに不明な点が多い。

礎石の西 1.5mの 南北溝 は出土遺物か らみて

後世 の溝であるが,東岸 に西雨落溝の痕跡が残

ってお り, ほぼ位置を踏襲 したものとみられる。

また東側の回廊基壇上の縁辺 にもわずかに溝の

痕跡がみ られ,残存す る基壇上の幅がほぼ回廊

基壇幅を示 しているものとみ られ る。回廊造営
第 2表 出土軒瓦一覧

(中間集計,型式不明を除く)

型  式 S B 500 東回廊 計

軒

　

丸

　

瓦

IB
IF
ⅡA
ⅢA
Ⅳ A
Ⅳ C
WA

０

　

０

　

２

　

４

　

４

　

０

　

０

１

２

０

４

０

１

１

１

　
２

　
２

　
８

　
４

　
１

　
１

小  計 10 19

軒

　

平

　

瓦

ⅡA
Ⅱ B
ID
IE
皿A
Ⅲ B
Ⅵ A

０

　

１

　

０

　

１

　

０

　

０

　

０

１

　
３

　
１

　
１

　
４

　
１

　
１

小  計

極先瓦 B 0

総  計 23 43
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の年代は,基壇下の整地上層か ら 7世紀前半代の上器や,軒瓦 I型式 に伴 なうとみ

られ る瓦片が出土 したことか らそれ以後である。 なお,塔 と一連の整地地業である

ことか ら塔造営に近い時期 とも考え られ るが,整地上 に金堂所用軒瓦 (Ⅱ 型式)に

伴 なう瓦の含 まれ ない点 を考慮すれば,回廊の造営年代 は金堂造営時に遡 る可能性

がある。また,整地地業が個 々の建物毎に行 なわれたとも考えがた く,整地地業は

金堂造営時に回廊部分 をも含めて,一時に大規模 に行 なわれたものと考えられよう。

遺物  土器 ,瓦,鉄滓 などがあるが,大半が後世 の瓦層や南北溝か ら出上 したも

のである。軒瓦はこれ までの成果 によ って I～ Ⅵ型式に大別 し, Ⅱ型式が金堂 ,Ⅲ

型式が講堂・ 塔所用 と考えている。 I型式の軒瓦は種類の多 さに比べて量 は少 な く

その所用堂宇 も明 らかでない。前身伽藍の廃絶後に整地土層 に入 り込んだ ものであ

ろう。 なお, IF型式 は今回が初出である。

猾

｀ ‐ ｀｀ ｀
…

lr

IVC

第28図  出土軒瓦実測図 (1:4)

IFIF
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まとめ  今回の調査では,塔西方 の小土壇

が南北 3間 ,東西 3間 と推定 され る基壇建物

S B 500で あって,門跡 と考え られ ることを

明 らかに し,東回廊 について も桁行 3.7m,

異行 3.6mの単廊であることを明 らかにした。

S B 500は 講堂 と金堂 とのほぼ中点の西方 に

あ り,塔 のほぼ西正面 に位置することや,建

物方位が互 いに共通 していることか ら,一体

の伽藍 を構成す ることに疑 いはない。 しかし,

年代・ 位置の上でより厳密 に,い かなる関係

にあるかについては,調査が小規模であるう

えに,遺構 の残存状況が悪 く,充分 に解明さ

れたわけではない。東回廊 について も,北側

を大 き く削平 されてい るなど同様の状況であ

り,伽藍全体 を合理的に理解す るには,な お

o           20m

―
第29図 伽藍想定図 (1:1000)

残 され た課題が多い。 しか し, S B 500の 位置付 けを含 めて,現時点で伽藍配置を

想定す るならば,第 29図 のように考え られよう。

これは,先述 した S B 500と 金堂・ 講堂・ 塔の位置関係 に加えて, 1.東回廊の

位置が伽藍中軸線で折 り返 した場合 に S B 500と 対称位置にあること, 2.金 堂調

査で確認 した下成基壇石敷 の欠失部が東 と西の短辺で幅広 く,南 と北の長辺で狭 い

不 自然 なものであって,東西辺 の欠失部 に回廊 あるいは築地が とりつ くと考えるこ

とがで き,そ の幅が回廊の果行柱間に近い 3,75mで あること,な どを考慮 して想定

したものである。 しか し,先述 したように,こ の想定 にも数多 くの問題点が含 まれ

ている。 それには,今回検 出 した回廊が極めて小範囲であ り,S B 500へ の取 り付

きや厳密 な寸法の考定 に不明な点が多 いこと,第 3次調査では講堂 の東西側面 に回

廊が とりつ くとの成果 を得ていない ことなどがあげ られ る。 これ らの諸点 の解明 ,

および, I型式の軒瓦を用いた桧隈寺 の「前身遺構」については,今後,回廊 四至

の調査 などを通 じて究明 してゆきたい。
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9.坂 田 寺 の 調 査

(昭和57年 2月 )

調査地は,第 3次調査で検出 した基壇建物 SB 150の 北 10mに ある民家の敷地内

であ り,地表面は第 3次調査地 よ り 0.8m低 く,遺構の一部が露出す るまでに削平

されている。調査地層序は薄い表上 の下に暗灰褐色土・ 灰 褐色土があ り,暗灰褐色

土層上面で石組井戸 S E 154を ,灰褐色土上面で石組遺構 S X 153を 検 出 した。

石組井戸 S E 154は ,直径 0.9m,深 さ 1.5mの 規模で,人頭大の自然石を用い

ている。井戸埋土には瓦,土師器,須恵器,瓦

器,磁器 などが含 まれ,室 町時代後半 にはその

機能 は失 なわれていたとみ られ る。

石組遺構 S X 153は ,調査区南端で ごく一部

を検出 したに とどまるうえ, S E 154に 壊 され

てお り不明な点が多いが,直径30～ 40 clll大 の自

然石 を三段に組んだ構造 をもつ とみ られ,玉石

積基壇の一部である可能性がある。上段の石列

は西に面 をそろえて立て並べた縁石であ り,そ

の西側 には,中 段の石 を,上段 よ りも40 clll低 く

面 をもたせて南北に敷 き並べている。 さらにそ

の西には,中段の石 よ りも低 く,やや小ぶ りの

石で下段の石敷面 をつ くっている。

S X 153は 北で西へ約 15° 振れた方位 をな し

てお り,こ れは第 3次調査の基壇建物 S B 150

の振れ とほぼ一致 している。 S X 153が 玉石積

基壇の一部であるとすれば,坂 田寺の主要伽藍

の一部 を構成す る基壇建物の存在 を示す もので

ある。 しか し,造営年代や規模等不明な点 も多

く,結論 は周辺地での調査 の進展 にまちたい。

第30図 坂田寺調査位置図 (1:2000)
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10。 大官大寺第 9次の調査

(昭和57年 7月 ～12月 )

第 9次調査は,寺域東北隅部の状況を確かめることを主な目的 と して実施 した。

調査地は,第 7次調査地の東約60m,第 8次調査地の北約60mの 地点で,前 2回 の

調査で検出 した寺域北限の塀 (SA 600)と 東限の塀 (S A 633)と が交わるとみ

られ る地点を中心 に調査区を設定 した。調査区は水田畦畔によ り東西 2区 に分かれ

る。西区には,寺域外郭 を画す る塀 の東北隅の推定地が含まれ,東 区は,藤原京九

条条間路および東四坊大路想定地の一部 を含めて南北に長 く設定 した。

調査地の層序 は,西 区では耕土・ 床土・ 黄褐色粘質土 (地 山)で あ り,遺構は地

山面で検出 した。耕土を床土 とをあわせた遺構面までの深 さは約 50 cmで ある。東区

の層序は,そ の北半では西区 と変わ らないが,西 南隅付近には黄褐色粘質土層がみ

られず,古 い自然流路 による砂層の くばみに堆積 した弥生時代の包含層の上面が遺

構検出面 とな っている。また,東 区東端 には,床土 と砂層の地山 との間に厚 さ15～

20 cmの 中世の整地上層が広が っている。

調査の結果,多数 の掘立柱建物・ 塀 と土壊,溝 などを検出 した。 これ らは,中 世

に属す る東西・ 南北の小溝を除けば,そ のほとんどが 7世紀代 に属す ものであるが,

7世紀末の大官大寺 との併存が確認できる遺構 は,調査地東端で検出 した大溝だけ

である。以下, 7世 紀代の遺構を中心 として概要を記す ことにす る。

7世紀代の遺構

大官大寺 と関わる大溝 S D 700と ,西 区を中心 とした掘立柱建物群 (SB 702～

707, SA 701・ 708)お よび,そ の他の上壊や斜行溝などがある。

大溝SD 700  SD 700は 調査区東端で検出 した河川状の大溝で,新 。旧 2期 に

分 け られ る。流路は,南西か ら北東 に斜めに走 り,溝 の西岸のみを検出 した。下層

溝SD 700Aは ,調査区の南端では西 にあふれ出 しているが,西肩はほぼ直線をな

し,側壁 も整 っていて,計 画的に掘削 された様相が認め られ る。幅は 3m以上,深

さは遺構検出面か ら約 2mで ある。溝堆積上の下半には, 6～ 7世紀代の上器を含

む精良な灰色砂があ り,多量の流水を示 している。上層溝SD 700 Bの 埋上に大官
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第32図  大官大寺調査位置図 (数字は調査次数)
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大 寺の瓦類が含まれ るのに対 して,下層溝 S D 700 Aの 堆積上には全 く瓦類は含 ま

れない。下層溝は大官大寺の時期にはすでに埋まっていた ものと考え られる。上層

溝 SD 700 Bは ,Aの 埋ま った後,位 置をほぼ踏襲 して幅広 く流れていた溝で,幅

5m以上,深 さは遺構検出面か ら約 90 cmで ある。埋上 に大官大寺の瓦類が多 く含 ま

れ,大官大寺廃絶時に近 く埋まった ものとみ られる。 この S D 700は ,第 8次調査

で検出 した大溝 S D 630の 北に位置 し,埋上の状況 も類似 してお り,そ の北延長部

にあたると考え られ る。南か らまっす ぐに北上 した大溝は,本 調査区付近で東へ曲

が りは じめるものと思われる。

掘立柱建物群  掘立柱塀 SA 701は ,西 区東端で検出 した東西塀で, 4間 分を検

出 した。東区では,そ の延長部を検出 していないので, 5間 以上 には延びない。柱

掘形 は一辺 0.5～ 0.6mの 方形で,柱痕跡か ら推定 される柱の直径 は約 13 cmで ある。

柱間寸法は 1.6～ 2mと やや不揃いである。位置的に,掘 立柱建物 S B 702と 重複

するが,そ の先後関係は明 らかでない。

掘立柱建物 S B 702は ,桁行 5間 以上,梁行 1間 の南北棟建物 とみ られる。柱間

は不揃いで,柱筋の通 りもよ くないが,柱掘形が一辺 0.5～ 0.8mと やや大 きいの

に比べて,推定柱直径が約 1l cmと 細い点で共通 している。桁行の柱間が 1,7～ 1.9m,

果行 は 3.5mで ある。調査区の北へのびるものとみ られる。

掘立柱建物 S B 703は ,S B 702の 西側柱筋か ら西へ 2.lmの位置に東妻柱筋を

おき,南辺の柱筋をほぼ揃えて建て られている。桁行 3間 ,梁行 2間 の東西棟建物

で,柱掘形 は一辺 0.6～ 0,9mで ある。西北隅の柱穴には直径 15 cmの 住根が残 る。

桁行柱間は約 2.lm等間,果行は約 1.7m等 間 に復原できる。

掘立柱建物 S B 704は , S B 703の 北半 と重複す る位置にある小規模な建物で ,

四隅の柱穴を確認 した。柱掘形は直径約 30 cmの 円形で,深 さ約 4～ 5 cmが残 ってい

た。柱間は東西約 4.4m,南 北約 3.4mで ある。 この建物は,柱穴か らの出土遺物

がみ られず,時期を明確 にできないが,他 の建物の柱穴 とその形状・ 規模 ともに異

な ってお り, 7世紀 に属す るものか どうか問題が残 る。

掘立柱建物 S B 705は , S B 703の 北 にある東西 2間 の柱列で,南北棟建物の南

妻柱筋 とみ られるものである。柱間は約 1。 9m等 間で,柱掘形は一辺 0。 7～ 0.8m,
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柱痕跡の直径 は約 20 cmで ある。柱掘形の底 に,拳大 の玉石を詰めた柱穴がある。

掘立柱建物 S B 706は ,西 区西半 にある桁行 3間 ,果 行 2間 の南北棟建物で,柱

掘形 は一辺 0。 7～ 0.8m,柱 痕跡の直径は約 20 cmで ある。柱間 は,桁行の中央間が

約 3mと 広 く,南北両脇間が約 2,7mと 狭 くなってお り,異行 は約 1.9m等 間に復

原できる。 この建物の柱掘形底 にも,S B 705と 同様の拳大の玉石が詰め られてお

り,柱掘形 。柱痕跡の規模等 も類似 していて,こ の両建物が密接な関連を もつ こと

が推測 される。

東区では建物 はあま り検出されず,西 区のそれ とは対照的である。

掘立柱建物 S B 707は ,東 区の中央付近で検出 した南北方向の柱列で,果行 2間

の東西棟建物 の西妻柱列 と推定 され る。柱掘形は一辺約 lmと 大きいが,柱痕跡は

検出されなか った。柱間 も約 2.3m等間で,西 区の建物 に比べて規模 の大 きい点が

ＮＡ

|

第33図 第 9次調査遺構配置図 (1 : 400)
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注 目され る。配置に粗密のみ られ ることと併せて,そ の性格が異な ることを示唆す

るものと考え られ る。

東区北端の掘立柱塀 SA708は ,東西 3間 分を検出 したにすぎないが,な お,東

西にのびているもの とみ られ る。柱掘形 は一辺約 0.6～ 0.8mで ,柱痕跡の直径 は

15～ 18 cmで ある。柱間は約 2.2m等間 とみ られるが,や や不揃いである。なおこの

塀の南は藤原京九条条間路の推定位置にあた り,そ の側溝の検出につ とめたが,遺

構 は検出されなか った。ただ, S A 708は九条条間路推定線の北約 7mの位置を東

西 に走 ってお り,従来検出されている条坊の坪内を画する塀の所見 と相応すること

は注目されよう。すなわち,藤原宮第 19次調査 (概 報 7)で検出 した七条条間路の

場合では,条坊の坪内を画す る塀 は,幅 7mの道路の心か ら7m離 れた位置にあり,

柱間 も約 2.lm等間であ って, S A 708の特徴 と類似す るのである。

その他の遺構   東区東壁の上壊 SK711は ,一辺約 3mの 方形 とみ られ,深 さは

0.3～ 0.4mと 浅い。埋土か ら 7世 紀後半代の上器が小量出土 した。大官大寺以前

の遺構ではあるが,そ の性格 については明 らかでない。西区を南西か ら北東に横切

る斜行溝 SD713は , 幅 1.5～ 3m,深 さ20～ 30 cmで あ り,そ の位置 と方向か らみ

て,第 7次調査の S D 569と 一連の溝 と考え られる。埋土か ら, 7世紀代の上器が

わずかに出土 しているが,こ の埋土上 に S B 702の 柱穴が掘 られていて,建物 よ り

も古い溝であることがわか る。

小結   ところで,上述 した 7世紀代の遺構の うち,主 に西区で検出 した掘立柱建

物・ 塀 については,そ の柱穴の状況か ら,共通す る特徴を もつ二群の建物群を抽出

遺  構 桁行 (柱 間寸法 m) 梁行 (柱 間寸法 :m) 柱掘形 (cm) 柱痕跡 (clll) 備   考

SA701 東西 5間以内(16～ 20)

'テ

50-60 S B702と重複

S B 702 南北 5間以上 (19) 東西 1間 (35) 方 50～ 80

〉南柱筋揃う
S B 703 東西 3間 (2.1) 南北 2間 (1.7) 方 60-90

S B 704 東西 1間 (44) 南北 1間 (34) F]30 SB703と重複

S B 705 東西 2間 (19) 方70～ 80 底に拳大の玉石

SB 706 南北 3間 (2.7,3) 東西 2間 (1,9) ノ,70～ 80 底に拳大の玉石

S B707 南北 2間 (23) 方 100

S A 708 東西 3間以上 (22) フケ60^ψ 80 15～

第 3表 掘立柱建物群一覧表
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で きる。つま り, S B 702と 703と は柱掘形に比べて柱の直径が小 さ く,南辺柱筋

をそろえて建て られてお り, SB 705と 706と は,い ずれ も柱穴の底 に拳大の玉石

を詰め る点で共通 した特徴を示す ものである。建物 の柱掘形出土土器が細片で あっ

て,遺物の上からは,時 期を限定できないが,抽 出された二群の建物群 については ,

本来 それぞれ併存 していた ものとみ られるのである。 さらに,建物間の配置の状況

をみてみ ると, SB 703の 妻柱を結ぶ南北二等分線 を西へ延長す ると,中 央間が広

く南北両脇間の狭 い南北棟建物 S B 706の 桁行 の中央にいた り,東へ延長す ると,

S B 702の 南か ら 2本 国の柱筋に一致 している。また,S B 706の 北妻柱筋の東延

長線 は,S B 703と S B 705と の間 (約 4.6m)を 二等分する位置を通 るのである。

加 えて, SB 705が S B 706と 共通する要素が多 いことか ら,桁行規模 も同 じであ

ると仮定 すると,そ の想定 された北妻柱筋 は,東 区の S B 707の 南側柱筋 とそろう

位置に くることになるのである。すなわち,位置的に, 他の建物 と重複 している塀

S A 701と 建物 S B 704と を除けば, S B 702・ 703・ 705。 706・ 707の 5棟の

掘立柱建物群 は,相互 に関連す る配置を もっていることにな り,柱穴 の状況か ら二

群 に分け られた これ らの建物が,い ずれ も同時に存在 したとみることも可能である。

その場合 ,柱間寸法や柱穴の状況の相違,あ るいは東区に建物の密度が淡い点など

は,全体の配置の中で,建物個々の性格の相違を反映す るものと考え られよ う。そ

して,こ れ らの建物が,い ずれ も国上方眼方位 に対 して北で西へわずかに振れてお

り,柱掘形に比 して柱の直径が小 さいとい う特徴は,第 7次調査の所見で 7世紀後

半代の造営 とみ られた建物群 の特徴 と一致す るので あって,同 期の遺構の広範な広

が りを示す もの といえよ う。

中世以降の遺構

石敷 S X 709,土 壊 SK710,井 戸 SE712な どがある。

S X 709は,東 区南端で検出 した石敷遺構で,東西約 2.5m,南 北 3m以上の範

囲に,約 10 cm大 の玉石を敷 き,そ の外周には約 15～ 30 cm大 の石を並べて縁石 として

いる。 S D700 Bの 埋土上に造 られ,中世の整地上層 に埋め られているものの,そ

の時期,性格 については明らかでない。井戸 S E 712は ,S X 709を 一部壊 して造

られている。直径 2m大 の円形掘形の中央に,直 径 0.8mの樽を 2段積みあげた井
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戸枠 を据えて いる。深 さは約 2mに およぶ。床土面か ら掘込まれていて,S X 709

に伴な う遺構 とはみ られない。 SK710は ,東区南端の中央にある浅い土壊で,南

北 2.5mの 不整円形を呈す る。埋土か らは瓦器片が ごく少量出土 した。

遺物

今回の調査で出上 した遺物は, S D700 A出 上の 6～ 7世紀代の上師器・ 須恵器

と, 5世 紀代の製塩土器や, S D700 B, SK 711出 上の 7世紀代 の土器類が 目に

つ く程度で,調査面積 に比べて量は少ない。ただ, SD700 B埋土および,東 区東

半に広がる中世の整地上層中に含まれた瓦類は,大 官大寺所用の瓦類であ って,調

査区の東端一伽藍中枢部 に最 も遠い地点で出上 した点 において注意 されよ う。また,

東区西南隅では,弥生時代畿内第 Ⅲ・ Ⅳ様式の上器がややまとま って出土 した。大

官大寺下層の 7世紀以前の遺構の広が りを示す資料 と して注 目され る。

まとめ

大官大寺の発掘調査は、昭和48年 の調査以来, これまで10年 間にわた って継続的

に行な ってきた。その結果,主 要 な伽藍の配置や造営年代 については,ほ ぼその全

容を窺 い うる成果をおさめた。また,寺域の範囲や地割について も,造 営当初の計

画の大綱を推定 しうる資料が得 られた。今回の調査 は,長 期にわたる一連の発掘調

査をひとまず締め くくる意味で、寺域の外郭施設の状況をよ り詳 しく確認 してお こ

うという意図で実施 した ものであった。 しか しなが ら,寺域東北隅想定地 はもちろ

ん,そ の周辺に も,寺域外郭施設は全 く検出されなか った。 しか も、想定地付近で

は, 7世紀代の掘立柱建物群 をは じめ とす る遺構が比較的良好な状態で検出されて

おり,外郭塀が後世の削平 によって消滅 したとは考え難 い状況であった。外郭の塀

は第 7次調査で北面が,第 8次調査で東面が確認 されているが,そ れぞれ この東北

隅付近にまでは及んでいなか ったことになる。両次の塀は昭和54年 に検出 した西面

とは異なる様相を もっていて,外郭塀全体が統一的な計画の下に造営 された もので

ないことを暗示するものである。大官大寺はその主要伽藍 において さえ未完のまま

焼失 したことが判明 してお り,寺域外郭の塀 について も,結局,最後 まで完成をみ

ずに終わ ったとみることができよう。
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11.奥 山久米寺周辺の調査

(昭和57年 8月 )

今年度,奥 山久米寺周辺では, 4ケ 所で調査を行 な った。 ここではA調 査地 につ

いて報告す る。 A調査地 は,奥 山久米寺塔址 の南東約 200mに あ り,昭和52年 に ,

8世紀中頃の上器を含む南北溝 S D 130を 検出 した水田に東接 している。調査 は,

それ ら奈良時代の遺構 の広が りの確認を主な目的 と して,南 北に長 い水 田に,北 。

中 。南の三調査区を設 けて実施 した。調査地の層序 は,上層か ら耕土・ 床土・ 黄褐

色粘質土 。暗黄灰色粘質上であ り,遺構 は暗黄灰色粘質土層上面で検 出 した。

遺構  北調査区では,南北溝 S D200, 掘立柱建物 S B 186・ 187・ 1880189,

土壊 SK 191な どを検出 した。中・ 南調査区では, S D 200の 南延長部分のほか ,

柱穴,柱根を検出 したが,調査範囲 も狭 く,遺構の存在を確認 したにとどまる。

南北溝S D 200は ,北 。南調査区の西端で検出 した素掘 り溝で,幅 2.5m以上 ,

深 さ 0.4mで ある。各々で長 さ 2m余 を

検出 したにすぎないが,両者 は一連の溝

とみ られ,南北40m以上につづ くもので

ある。埋土か らは, 7世 紀中葉 ～後半の

土器が出上 した。

S D 200の 東で検出 した掘立柱建物群

は,建物方位の上か ら, 3つ に大別 され

る。 ほぼ真北 に近い方位を もつS B 187

は,桁行 1間 (2.lm)以 上,梁行 2間

(2.4m等間)の 南北棟である。北で西

へ約 2° 振れ る S B 190は ,東西 4間 ,南

北 2間 以上 の建物で,柱 間は東西の両脇

間が 21mと 広 く,中 央間は 1.9m等 間

である。南北の柱間 も南が 2.lm,北 が

1.9mと な っている。柱穴には直径 14 cm

「

第34図 奥山久米寺周辺調査位置図 (1:4000)
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の柱根を残す ものがあ

る。北で東へ大 きく振

れる建物 にはS B 186

・ 188の 2棟 がある。

調査区東端で検出 した

S B 186は ,東西 1間

以上,南北 2間 以上 の

南北棟で,隅 の柱間が

1.45mと 狭 く, ほかは

|
|

第35図  北区調査遺構配置図 (1:200)

1.95mで ある。 S B 188は ,S B 187と 重複す る建物で,桁行 1間 (1.5m)以上 ,

果行 2間 (1.2m等 間)の 南北棟である。 S B 187よ りも新 しい。なお,建物群の

西 にある土壊 SK 191は ,柱穴の上を覆 う8世紀中頃の上器を含む土層を掘 りこん

でつ くられてお り,埋土か らは,奈良時代後半の土器が出土 した。

まとめ  今回検出 した掘立柱建物群 は,そ の重複関係か ら, 8世紀中頃以前の遺

構であ り,柱穴出土土器等 を考慮すれば, 7世 紀後半 ～ 8世紀前半代を中心 とす る

短期間に造替を くりかえ したものとみ られ る。 この特徴 は,昭和52年 に検出 した奥

山久米寺南限付近での所見 (概報 8)と 一致す るもので,同 寺跡南方 には,そ れ ら

が一体 として,奈良時代に中心 をおいた建物群が広 く営まれていた ものとみられる。

南北溝 S D 200に ついては,埋土出土土器か らその使用年代の一端を 7世紀中頃

か ら後半にお くことができるが,溝 の開削 。廃絶の時期は朝 らかでな く,建物群 と

の関わ りも推定 の域をでない。ただ,昭和52年 にこの西約18mの位置で検出 した南

北溝 S D 130は , 8世 紀中頃の上器を含む溝であ り,い ま仮 りに,両 溝を北へ延長

す ると,先 の寺域南限の塀 SA HOや , その南の東西道路 S F 120と 交叉する位置

にあり,奈良時代の建物群が,こ れ らの溝で区画されていた可能性がある。なお ,

S D 200は ,藤原京東京極の東約 258mに あ り,藤原京条坊 との関わ りは認め られ

ない。東西道路 S F 120に ついて も同様の所見であ って,こ れ ら奈良時代に存続す

る藤原京条坊以外の地割については,そ れ らに区画 された可能性のある奈良時代の

建物群の配置や性格 とともに,今後の調査の進展をま って検討 したい。
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写真 1 藤原宮第35次調査 S B 2841(東 から)

写真 2 石神遺跡第 2次調査 S B 400(南 から)



写真 3 山田寺第 4次調査全景 (東から)

写真 4 山田寺回廊瓦堆積 (東から)



写真 5 山田寺東回廊建物 (東から)

写真 6 押出仏 (大 ) 写真 7 押出仏 (小 )



写真8 桧隈寺第 4次調査S B 500(西 から)

写真9 飛鳥寺B調査地石敷広場(東から)



飛 鳥 ・ 藤 原 地 域 の 遺 跡
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